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序

鹿児島大学キャンパスには，後期旧石器時代から近代までの，貴重な遺跡が包蔵さ

れていることが，鹿児島大学埋蔵文化財調査室の発掘調査によって。次第に明らかに

されています。その成果は，これまでに『鹿児島大学埋蔵文化財調査室年報』Vol.1

~21,『鹿児島大学埋蔵文化財調査室発掘調査報告書j第1～3集として逐次報告さ

れてきました。

今回は，鹿児島大学埋蔵文化財調査室の平成18年度ならびに平成19年度の事業報告

として『鹿児島大学埋蔵文化財調査室年報』22．23を合冊で刊行することになりまし

た。

平成18年度は，発掘調査3件，試掘調査1件，立会調査20件を実施しました。平成

19年度も発掘調査3件，試掘調査1件，立会調査20件が実施されており，本年次報告

には，それらの概要等が掲載されています。

現在，キャンパス内では，多くの建物の建築や周辺整備などが行われ，それに先

立って必要な埋蔵文化財調査が行われています。学内施設整備が円滑に進むよう，埋

蔵文化財調査室は全力を尽くしております。大学キャンパス内から出土する貴重な大

学の財産，県民・国民の財産としての埋蔵文化財の調査および研究を行うための体制

の実現について，重ねて全学的なご理解，ご支援をお願い申し上げます。

平成21年3月

鹿児島大学埋蔵文化財調査室長

鹿児島大学埋蔵文化財調査委員長

新田栄治



例
一

一

一

に。

1．本報告は，鹿児島大学構埋蔵文化財調査室が，2006(平成18)年度,2007(平成19年度)に行なっ

た事業の年次報告である。

2．本書に掲載している調査は，鹿児島大学埋蔵文化財調査室が担当した。立会調査は，主に鹿児島

市教育委員会が担当した。

3．本書の作成にあたっては，埋蔵文化財調査室が行なった。担当者は以下の通りである。

2006(平成18)年度

実測(相美伊久雄・真豊彩・赤尾和洋・河野裕次・新里貴之・寒川朋枝）

製図（新里・漬田綾子・寒川）作表(新里）執筆(新里）写真(新里）

2007(平成19)年度

実測(真遷・寒川・中村直子）製図（中村・潰田・寒川）作表（中村・新里）

執筆(新里）写真(新里）

編集(新里・中村・寒川）

4．本報告の出土遺物について，陶磁器は，渡辺芳郎氏(鹿児島大学法文学部教授)のご教示を受け

た。石材については寒川による。また，近現代遺物については，株式会社パイロットコーポレー

ション九州支社(本社：東京)，株式会社カネボウ化粧品(東京)，丸美屋食品工業株式会社(東京)，

キリンビール株式会社(東京)，ハウス食品株式会社(東京・大阪)，「漂流牛乳｣HP(東京;http://

www.citymilk.net/index.htm),第一三共株式会社(東京),株式会社東京タイプライター商店（東

京)，日本ガラスびん協会(東京)，ニッコー株式会社（石川)，美濃窯業株式会社（岐阜)，岐阜県

陶磁器工業協同組合連合会，岐阜県セラミックス研究所，鍋屋バイテック会社（岐阜)，株式会社

シャンソン化粧品(静岡)，株式会社資生堂(静岡)，カゴメ株式会社(愛知・東京)，小林製薬株式

会社(大阪)，株式会社エヌ・エヌ・シー大阪営業所(本社：福岡)，磯じまん株式会社(大阪)，株

式会社ナニワ商会(大阪)，株式会社マンダム（大阪)，五木食品株式会社(熊本)，日の出製粉株式

会社(熊本)，南日本酪農協同株式会社(宮崎)，あらた同窓会事務局（鹿児島大学)，鹿児島大学生

協，ウィンザー＆ニュートン社（イギリス)の情報提供．ご協力を賜った。

5．発掘調査による遺物の保管は，埋蔵文化財調査室の管理のもと，各学部，部局が収蔵している。

また，図面・写真などの資料は埋蔵文化財調査室に保管している。



凡例

l昭和60年6月1日の埋蔵文化財調査室の設置を機として，鹿児島大学構内におけるこれからの埋

蔵文化財調査室に便であるように，鹿児島大学構内座標を郡元団地と桜ケ丘団地（旧宇宿団地)と

に設定した。その設置基準は，以下の通りである。

(1)郡元団地では，国土座標第2座標系(X=-158.200,Y=-42.400)を基点として一辺50mの

方形地区割りを行なった(Fig.3参照)。

（2）桜ヶ丘団地では，国土座標第2座標系(X=-161.600,Y=-44.400)を基点として一辺50m

の方形地区割りを行なった(Fig.4参照)o

2本年報におけるレベル高は，すべて海抜を表し，方位は真北方向を示す。

3本書で使用した遺構の表示記号は，以下の通りである。

SK:土坑状遺構SD:溝状遺構P:ピット

4観察表等で使用した土器の編年観については，弥生時代を中園聡1997「九州南部地域弥生土器編

年｣『人類史研究』第9号，古墳時代を中村直子1987｢成川式土器再考｣｢鹿大考古』第6号に拠った。

また，観察表の「種別｣について，様式・型式名の不明なものは，弥生土器・成川式として記す。

陶磁器類の編年観は渡辺芳郎氏のご教示に拠る。

ガラス瓶の各種用語に関しては，桜井準也2006『ガラス瓶の考古学｣六一書房に拠った。編年観

に関しては，同書とともに各社のご教示に拠る。

5土層・遺物の色調は「新版標準土色帖』(農林水産技術会議事務局監修)を使用した。

6遺物に関しては観察表を作成した。その標記，表現については以下の通りである。

調整：調整名称の前の（）は，調整方向を表す。（－);横位方向（｜）;縦位，（、);左上がりの

斜位，（／);右上がりの斜位とした。→は，調整の新旧関係を表す。

色調：「新版標準土色帖｣(農林水産技術会議事務局監修)を使用し，この色調に当てはまらない

ものについては「～に類似｣，あるいは一般的な色調で表記した。

胎土：粒子の大きさで,i(2mm～）・粗砂粒(1～2mm）・砂粒(0.2～1mm）・細砂粒

(0.2mm以下)に分けた。また，砂粒の種類について特定できないものは，その色調で表

記した。胎土中の砂粒の多さについては，便宜的にl～5の5段階に分けた。5:15%

以上,4:10～15%,3:5～10%未満,2:1～5%未満,1:1%以下，とした。

サイズ：遺物の大きさの単位はセンチメートルである。復元によるサイズは，（）をつけた。

8遺物実測図中，一一はスス付着の境界ラインを示す。

9本文中の遺物番号は，挿図，図版，遺物観察表と一致している。

10挿図・表・写真は通し番号を付す。
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鹿児島大学埋蔵文化財調査委員会規則

鹿児島大学埋蔵文化財調査委員会規則

(趣旨）

第1条この規則は．国立大学法人鹿児島大学常置委員会規則（平成16年4月1日制定)第3条第3項に基づき，国

立大学法人鹿児島大学埋蔵文化財調査委員会(以下｢委員会｣という）に関し，必要な事項を定める。

(組織）

第2条委員会は，次に掲げる委員をもって組織する。

(1)鹿児島大学埋蔵文化財調査室長（以下｢調査室長｣という)。

（2）各学部の教授，准教授又は講師のうちから選出された者各1名。

2前項第2号の委員の任期は，2年とし，再任を妨げない。ただし，委員に欠員を生じた場合の補欠の委員の

任期は，前任者の残任期間とする（審議事項)。

第3条委員会は，次に掲げる事項について審議する。

(1)調査実施計画に関すること。

（2）埋蔵文化財調査室の予算に関すること。

（3）その他埋蔵文化財の業務に関すること。

(委員長）

第4条委員会に委員長を置き，第2条第1項第1号をもって充てる。

2委員長は，委員会を招集し，その議長となる。

3委員長に事故があるときは，委員長があらかじめ指名した委員がその職務を代行する。

(議事）

第5条委員長は，委員の過半数の出席をもって成立し，議事は，出席委員の過半数をもって決し，可否同数の場

合は，議長の決するところによる。

(委員以外の者の出席）

第6条委員会が必要と認めるときは，委員以外の者を出席させ，意見を聴くことができる。

(事務）

第7条委員会に関する事務は，施設部企画課において処理する。

(雑則）

第8条この規則に定めるもののほか，委員会の運営に関し必要な事項は．委員会が別に定める。

附則

lこの規則は，平成16年4月1日から施行する。

鹿児島大学埋蔵文化財調査室規則

(趣旨）

第1条この規則は，鹿児島大学学則（平成16年4月1日制定)第7条第2項の規定に基づき，鹿児島大学埋蔵文化

財調査室(以下｢調査室｣という）に関し，必要な事項を定める。

(目的）

第2条調査室は，鹿児島大学（以下「本学｣という)の埋蔵文化財の調査に関する業務を行い，本学内に存在する埋

蔵文化財の保護対策を講ずることを目的とする。

(業務）

第3条調査室は，次の業務を行う。

(1)調査実施計画の立案

（2）発掘調査，分布調査および確認調査

（3）調査報告書の作成

（4）その他必要な事項

1
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鹿児島大学埋蔵文化財調褒室規則

(職員）

第4条調査室に，次の職員を置く。

(1)調査室長（以下，「室長｣という）

（2）主任

（3）その他必要な職員

第5条室長は，本学の考古学に関連する教員の中から国立大学法人鹿児島大学学内共同研究施設等人事委員会(以

下「委員会｣という)が推薦し，学長が選考する。

2室長は，調査室の業務を掌理する。

3室長の任期は2年とし，再任を妨げない。

4室長に欠員を生じた場合の補欠の室長の任期は，前任者の残任期間とする。

(主任等）

第6条主任は，調査室の職員の中から，特に埋蔵文化財に関する専門知識を有する者を委員会が推薦し，学長が主任は，調査室の職員の中から，特に埋蔵文化財に

選考する。

主任は，室長の命を受けて調査室の業務を処理する。

職員は，調査室の業務に従事する。

2

3

(事務）

第7条

(雑則）

第8条

附則

1

2

調査室に関する事務は，施設部企画課において処理する。

この規則に定めるもののほか，調査室に関し必要な事項は，別に定める。

この規則は，平成16年4月1日から施行する。

この規則施行後，最初の室長は学長が指名した者をこの規則により選考したものとみなす。

鹿児島大学埋蔵文化財調査委員会(平成18年4月1日現在）

委員長

委員

新田栄治(埋蔵文化財調査室室長）

本田道輝(法文学部）

日隈正守(教育学部）

稲田浩一（理学部）

築瀬誠（医学部）

山崎要一（歯学部）

筒井俊雄(工学部）

南雄二（農学部）

佐野正昭(水産学部）

山崎要一(大学院医歯学総合研究科）

鹿児島大学埋蔵文化財調査室(平成18年4月1日現在）

室長(併）

主任

技術補佐員

法文学部教授

准教授

助教

●

新田栄治

中村直子

新里貴之

篠原美智子

福永美保子

2



I2006(平成18年唾)の耶業概要

I2006(平成18年度)の事業概要

2006(平成18)年度は，発掘調査3件，試掘調査1件，立会調査20件を実施した(Tab.l)。農学部PFI関連事業がそ

の主体となっている。

その他，発掘調査に伴う遺跡説明会は1件，整理作業2件，また，発掘調査報告書1冊，年報1冊を刊行した。

発掘調査の概略は以下のとおりである。試掘調査，立会調査の詳細に関しては，Ⅱ章以下に記す。

Tab.l2006(平成18)年度事業一覧

事業コード 地区 調査名 日程

発掘調査2㈹62郡：，．E,5

2㈹6.3郡:Q～S-4-5

2㈹6-4郡:C-4～6

農学部1号館改修工事に伴う発掘調森

教育学部附属小学校改修工11に伴う発掘

調査（2次）

農学部2号館改修工ﾘに伴う発掘調査

2006.6.19～10.21

2006.627～9.15

2006.10.10～11.30

試繍調査2006-1f,C-~G.5-6- 桜ヶ丘団地の試掘調炎 2㈹6.4.25～5．25

立会調査 2006-A郡:G-4総合研究博物館掲示板設世工邪2006.4.10

郡:D-6.G～14.

2006名7806“10鹿児島大学｛聯元'学剛環“灘整備画‘;淵嘉一
11.L-6

2006-C郡：D・E－5～8農学部1号館中庭植栽移設エリ＃2噸65．6

2㈹6.8.7～9．16-
2006-D郡:D～F-4～9農学部4号館井水･配管工ﾘ｛

17.21.29.9.6.7.13

2006-E葺苗ぞ~O,AUÂ-frtrtat=>_J&3.t.-l.-i'iitd¥A)i｣｣23｣3農学部1．4号館土木工ﾘド
20，4．4．9．13

2006-F郡:D-5農学部1号館土木工ﾘド2007.3.30

2㈹6.11.17.12.18-
2噸G郡:D～F-3．4郡元団地正門土木工邪

26.2.7

2006-H蔑伊鼠D2006"628農学部1．2号館植栽移設エリ＃
29.10.2

2006-1郡：E､7．8農学部4号館改修工邪2006.5.8

2噸J郡：Q9．10教育学部附属中学校プールエ恥2㈹7.1.15

2㈹6.12.15.2007.4.
2噸K郡:C～E-5-6農学部土木工4f(焼酎学識座棟）

13.16.17.5.23

2嘘L郡:F4連合農学研究科棟前ガス漏れエリI2006.12.14

2叩6-M郡：D・E－6農学部1号館瓶気土木工邪2007.2.21

2噸N郡：L-7．8共通教育3号館雨排水取替エリi2007.3.23

2006-O郡：N・0．6．7教育学部給水本館修繕工事2007.3.20

2006-P漣馳皿狐学部遡知睡畔糾棟鞠空鍛繍改修2007.3』工事

2006-Q郡:E-9.F-7農学部記念碑文･物澄設職[事2007.3.30

2006-R郡:j-6,K-7共通教育棟2号館樹木移植工事2007.3.9

2側7.3.20.28.
2006-S郡:D．E-5農学部1号館配管土木工事

30,4.4.9

2006-T郡:H-11工学部漏水工事2007.3.29

遺跡説明会2006-2郡：，．E,5 農学部’号館改修工事に伴う発掘調査遺2006.8.12
跡説明会

整理作業2㈹53郡:Q-10

63-1郡:Q-10

93-1-
郡：K・L､5．6

95-1
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［2006(平成18年度)の事業概要

2006-2農学部1号館改修工事に伴う発掘調査

調査地点農学部1号館中庭(郡元団地D-E-5区）

調査期間平成18年6月19日～10月21日

調査担当埋蔵文化財調査室新里貴之

PFI関連事業に伴い，農学部1号館中庭約1200㎡の発掘調査を行なった。調査の結果，弥生時代・古墳時代・近

世・近代にいたる包含層が確認され，弥生時代中期の竪穴住居跡，近世・近代の水田跡や多数の土坑，鹿児島高等艇

林学校の建物跡などの遺構が確認された。弥生時代中期の住居跡の存在は，郡元団地内で初めて検出されたもので，

同地点まで弥生時代の居住域が存在することが判明した。山ノロI式と考えられる土器や剥片石器が得られている。

また，近世・近代の遺物は陶磁器類がほとんどで，どれも小さく破片になっており，水田から出土する陶磁器の特徴

となっている。近世の大畦をつくる際に，小型の建物を畦付近に設置したことも判明し，近世農業のあり方を具体的

に示す遺椛として重要と考えられた。正式報告書は2009年度に刊行予定である。

2006-3教育学部附属小学校改修工事に伴う発掘調査(2次）

調査地点教育学部附属小学校建物外周（郡元団地Q～S-4-5区）

調査期間平成18年6月27日～9月15日

調査担当埋蔵文化財調査室中村直子

附属小学校改修工事に伴い，小学校校舎約500㎡の発掘調査を行なった。調査の結果，古墳時代から古代（わずか

に弥生時代遡物も含む)，近世から近代の水田層が確認された。最下層の地山砂層は河川氾濫層であった。近世から

近代の水田層には耕作痕のほか満状遡術がある。古墳時代から古代にはピットや溝状遺織が確認された。遺物は土器

や石器が一定量得られている。

2006-4農学部2号館改修工事に伴う発掘調査

調査地点農学部2号館建物外周（郡元団地C-4～6区）

調査期間平成18年10月10日～11月30日

調査担当埋蔵文化財調査室中村直子

PFI関連事業に伴い，農学部2号館を南北と東に挟んだ約250㎡の発掘調査を行なった。東側では表土下2.,5mまで

河川跡であった。それ以下も河川埋土である。河川埋土より，陶磁器や土器がわずかに出土した。北側では河川跡も

しくは氾濫層であった。一部で上部は水田跡，下部が河川跡となっている。南側では，調査区東端に河川跡があり，

西側では水田跡が認められ，河川跡岸部分に軽石際の集積遺構が確認された。遺物から推定して下部の河川跡は，中

近世で．上部の水田跡は近世以降のものと考えられる。正式報告書は2009年度に刊行予定である。
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12006(平成us年度)の聯業概要

Fig.l鹿児島大学構内遺跡の位置図(S=1/50.000)
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Ⅱ試掘調査

Ⅱ試掘調査

2006-1桜ケ丘団地C～G-5.6.8.9区における試掘調査

l調査にいたる経緯

鹿児島大学では，平成19年度～22年度にかけて，「鹿児島大学構内遺跡｣桜ヶ丘団地に，病院・その他病棟・研究

棟の増築が計画されている。その予定地区付近ではMRI-CT装置棟で，縄文時代草創期の石錐や，縄文時代早期の土

器・石器1)後期旧石器時代～縄文時代草創期の細石刃2)などが確認されている。

このような状況から，同予定地においても埋蔵文化財の包蔵が予想され，建設予定地及びその周辺施設の全域を対

象として．試掘調査を行なうこととなった。

2調査期間と調査体制

試掘調査は，以下の体制で行なった。

所在地鹿児島市桜ケ丘八丁目

調査面積38.5㎡

調査期間2006(平成18)年4月25日～5月25日

調査体制主体者：鹿児島大学埋蔵文化財調査室

担当者：鹿児島大学埋蔵文化財調査室

国際航業株式会社

発掘作業員

室長

室員

管理技師

調査員

新田栄治

新里貴之

飯田英樹

長尾聡子

仮谷アキ・仮谷秋雄・仮谷郁雄・仮谷マサ子・

川島秀義・矢住純子

3調査経過

試掘調査は，2006年4月25日～5月25日の1ケ月間実施した。調査地点は，建物の建設地点に9箇所とした。撹乱

層である表土と，無遺物層であるサツマテフラは，重機による掘削を行なうこととした。アカホヤテフラは，遺物を

含む二次堆積層の場合が多く．人力による掘削となった。各トレンチの掘削面積は，基本的に2×2m-深さ2mと

したが，障害物や遺構の存在，そして最下部の包含層を確認するという関係上，変更を余儀なくされたのが.No3-

5．6．8トレンチである。各トレンチは，土層・遺構の平面・壁面ともに実測・写真撮影を行い，埋め戻し・アス

ファルト舗装を行なって原状に復し，試掘調査を終了した。

4各地点の状況(Fig.3～12,PL.3～13)

試掘場所は，標高・方位などから大きく2区に分けられるので，北の標高の高いNo.l～5トレンチを北ブロック，

南側の標高の低いNo.6～9を南ブロックとした。現地表面の最高値(No.4トレンチ)と最低値(No.6トレンチ)の比高

は，約8.5mある。

北ブロック

No.lは.2×2m,深さ2mの範囲で掘削を行なった。包含層の大半が削平されている状況にあり.5d層以下AT

テフラ上部まで確認された。

No.2は,2×2m.深さ2mの範囲で掘削を行なった。サツマテフラの下部とチョコ層が確認されている。

No.3は.2×2m,深さ1mの範囲で掘削を行なった。表土除去後.ATテフラのうちいわゆるピンクシラスが確

認され.1mほど掘削した時点で調査終了とした。

No.4は.2×2m.深さ2mの範囲で掘削を行なった。アカホヤテフラ・縄文時代早期層・サツマテフラ上部を確

認することができた。一部樹根か倒木による土層の乱れが確認できた。表土層から縄文時代晩期から弥生時代の無文

土器胴部小破片が1点出土している。

No.5は，支障鉄柵の存在から.1.6×2.4m,深さ2mの範囲を掘削した。結果，チョコ層下部からATテフラ上面ま

でが確認された。

南ブロック

8



Ⅱ試掘調炎

No.6は.2×2m,深さ1mの範囲で掘削を行なった。表土除去後,ATテフラのうちいわゆるピンクシラスが確

認され,1mほど掘削した時点で調査終了とした。

No.7は,2×2m.深さ2.3mの範囲で掘削を行なった。アカホヤテフラ以下チョコ層上面まで確認することができ

たが，樹根と倒木痕によって土層が乱されている。表土除去後に層位横転，サツマテフラ上面においても土層の乱れ

が確認された。表土除去後の縄文早期層上面で，ピット1基が確認された。表土層より黒曜石製錐の基部片や土器小

破片が出土している。

No.8では.2×3.3m.一部を深さ3mまで掘削を行なった。表土直下のアカホヤ層上面で，性格不明の土坑(SKI

～3)やピット(Pitl～4).溝状遺構(SD1)などを確認することができた。これらの遺構は，試掘調査では部分的な

検出で性格が確認できないため，本調査を待つこととし，半裁状態のまま埋土を残した状態で埋め戻し保存した。表

土層より土器小破片2点，アカホヤテフラ層から無文土器胴部片1点出土した。また，同トレンチでは．アカホヤ中

に粒状に木炭らしき炭化物が混じっており，遺構内にも確認されたため，サンプルを採取した。

No.9では.2×2m.一部を深さ2.3mまで掘削を行なった。縄文時代早期層以下チョコ層上面まで確認することが

できた。一部に樹根による土層の乱れが確認できた。

5基本層序(Fig.4～12,PL.3～13)

桜ケ丘団地の基本層序は，現在のところ,I層（桜ケ丘団地造営以後).Ⅱ層（桜ケ丘団地造営以前の畑層；ごくま

れに中近世遺物が混じる)，Ⅲ層（黒ボク土；縄文時代晩期～古墳時代前期)．Ⅳ層（アカホヤニ次堆積土),v層（縄

文時代早期)，Ⅵ層（サツマ)，Ⅶ層（チョコ層)，Ⅷ層（シラス)であるが，今回の試掘調査では，最も残りの良い個

所(No.8-9トレンチ)でも基本土層のⅡ．Ⅲ層が削平されている。しかし，アカホヤテフラ二次堆積土や縄文時代早

期層上面で確認されている遺構内に充填している黒色土層は，Ⅲ層起源のものであると考えられる。

今回は基本土層として，

l層アスファルト舗装や客土．桜ケ丘団地造成時の撹乱。

2層アカホヤテフラ(K-Ah:約7.300年前)の二次堆積土。今回.1点の土器の出土があった。

3層縄文時代早期層。

4層サツマテフラ(Sm:約12,800年前)。厚い場所で2m程度ある。

5層チョコ層。今回は遺物・遺構の出土・検出なし。

6層シラス;ATテフラ(AT:約29.000年前)。

として記載する。また,No.4.No.6トレンチの表土下位で確認されているATテフラのいわゆるピンクシラスは.6

層の深部ではあるものの，全トレンチから序列が決められなかったので，前出2トレンチでは，適宜記載した。

6遺構(Fig.10～12,PL､9～13)

No.7トレンチにおいては，表土掘削後，縄文時代早期包含層が確認されたが，その上面でピットが確認されてい

る。

No.8トレンチにおいては，表土掘削後，土坑3基，ピット4基，瀧状遺構1基が確認された。また，アカホヤ層掘

り下げ中に，明瞭になった土坑やピットもある(SK3-Pit4)oSD1については，上面で現代遺物が出土していること

や溝断面が下膨れ状を呈すること，遺構ラインが明瞭であることなどから，現代(桜ケ丘団地造営前)のイモ穴であ

る可能性が高い。

その他の遺構の性格は不明であり，サツマテフラまで掘り下げて，平面や壁面の観察を行なうと，かなりの確率

で，局部的な層位横転(倒木痕)が見出される。また，ピットもかなり深いものもあり，樹根を思わせる。ほかにも

アカホヤ火山灰が二次堆積層である可能性が高いこと，遺物の少ないことなどから考えあわせると，遺構として認定

したものについても，調査範囲が狭小のため，局部的層位横転を誤認した可能性もある。したがって，遺構認定は急

がず，同地点の正式調査において再確認を行なうこととし，遺構は半裁した状態で埋土を残して埋め戻した。

9



Ⅱ試掘調査

7遺物

No.4トレンチの表土層で土器無文胴部片が1点得られている。また,No.7トレンチ表土層で石錐が出土してい

る。石錐(Fig.10-1.PL.9)は先端が欠失しているが，幅1.2cm.最大厚0.5cmを計る。三船産黒曜石製と考えられる。

No.8トレンチでは，表土層で土器無文胴部片2点とアカホヤテフラ層で土器の無文胴部小破片1点がえられている

(PL.10)。

また.No.8トレンチにおいては。アカホヤ層や同層検出遺構などから，木炭粒と思しき炭粒が多量に出土したた

め，サンプリングを行なった。しかし，黒色化した樹根の可能性もある。

8まとめ

今回の試掘調査の結果からは，ほぼ現地形が旧地形を反映しているものであると考えられ，桜ヶ丘団地の北側から

南側と東側に傾斜していくものと判断された。遺物の出土は極端に少ないが.No.7．8トレンチでは，遺構らしきも

のが確認され，包含層の残存状況も南ブロックでは良好であった。

これらの両試掘ブロックの北西側部には，縄文時代早期の住居跡が確認されたI-J-10区：受水槽設置地点3)後期

旧石器時代～縄文草創期の時期に属すると考えられる陥穴が確認されたH-I-8.9区：保健学科建設地4)弥生時代前

期の住居跡や弥生時代終末期の住居跡，溝状遺構が確認された1-8区：難治性ウイルス疾患研究センター,K-8区：現

グラウンド5).6).7)などがあり，今回の試掘調査の北側ブロック東側に位置するE-8-9区:MRI-CT装置棟''､2)では．

チョコ層より，後期旧石器時代～縄文時代草創期と考えられる細石刃や縄文時代草創期の石錐が確認されている。

桜ヶ丘団地では，後世の削平も著しいが，地点によって各層から遺構・遺物の検出・出土が見られるため，工事に

際しては，埋蔵文化財への‘慎重な対応が必要である。

文献

1)鹿児島大学埋蔵文化財調査室1990｢鹿児島大学宇宿団地E-8-9区(MRI-CT装置棟建築地)における発掘調査報告｣｢鹿児島

大学埋蔵文化財調査室年報｣V

2)鹿児島大学埋蔵文化財調査室1996｢鹿児島大学柵内遺跡桜ケ丘団地E-8-9区(MRI-CT装置棟増築地)における埋蔵文化財

発掘調査事業報告」

3)鹿児島大学埋蔵文化財調査室2000｢桜ケ丘団地I-J-10区(受水槽設置地点)における発掘調査｣｢鹿児島大学埋蔵文化財調査

室年報｣14

4)鹿児島大学埋蔵文化財調査室2001「鹿児島大学構内遺跡桜ケ丘団地H･1-8-9地点（医学部保健学科棟建設地)における発掘

調査事業報告」

5)鹿児島大学埋蔵文化財調査室1988｢鹿児島大学宇宿団地1-8区（医学部臨床研究棟増築地)における発掘調査報告｣｢鹿児烏

大学埋蔵文化財調査室年報｣Ⅲ

6)鹿児島大学埋蔵文化財調査室2002｢桜ケ丘団地1-8区（難治性ウイルス疾患研究センター増築地)の発掘調査｣｢鹿児島大学

埋蔵文化財調査室年報｣16

7)鹿児島大学埋蔵文化財調査室2003r2001-D医学部保健学科新営その他工事に伴う立会調査｣｢鹿児島大学埋蔵文化財調査

室年報｣17
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Ⅱ試掘調査
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ミス混じり。やや締まり悪い。

3屑純文時代早期層。黒色1()YR21砂衝シルト。0.5～3cm大のパミス混
じり（多)。やや締まり悪い。

4廟サツマテフラ。

l;i厨褐色10YR4/4粗砂。パミス混じり。脆い。

!c層褐色7.5YR1(i粗砂。堅い。
Id層明褐色7.5YR58粗砂。パミスがびっしりと詰まる。もろい。

4e廟明褐色,7.5YK5Sパミス。もろい。

l;脇褐色7.5YR4/6細砂。堅い。
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d層暗褐色砂質シルト。あとはb層に類似。
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l厨批乱。石鹸出土。
2届アカホヤテフラ二次堆祇土。

2a層褐色10YR4/6シルト。l～2cm大のパミス混じり。やや締まり良い。
2b届黙褐色10YR2/3砂質シルト。0.5～1cm大のパミス混じり。締まり良い。
3厨縄文時代早期厨。
3a隔熟10YR2/1砂質シルト。0.5～3cm大のパミス混じり。締まI)良い。
3b廟黒褐色10YR2/3砂質シルト。0.5～3cm大のパミス混じり。締まI)良い。
4届サツマテフラ。

4f畷褐色7.5YR4/6細砂。堅い。

4B刷明褐色7.5YR5/8パミス。もろい。
4h/fiJIﾘI褐色7.5YR5/8シルト。かなり締まり良い。
4i府黄褐色10YR5/5粗砂。0.5～5cm大のパミス混じり。もろい。

4j屑黄褐色10YR5/6シルト質粗砂。0.5～2cm大のパミス混じり。かなI)締
まり良い。

4k屑黄褐色10YR5/6粗砂。0.5～5cm大のパミス混じI)。もろい。

41屑褐色10YR4/6シルト賀粗砂。0.5～2cm大のパミス混じり。県い°
4m隔明髄褐色10YR6/8パミス。0.5～5cm大のパミス混じり。もろい。
4n廟にぶい黄褐色10YR6/4粗砂。0.5～5cm大のパミス混じり。もろい。
4o届競褐色10YR5/4細砂。もろい。

5府チョコ届。

5a層黒色10YR2/1シルト。締まりやや悪い。粘賀。

【表土除去後】

1世

．

2b2b

3b

2b2b

【サツマテフラ上面】

a～i届

a層

b廟

c厨

。聯

e届

f陥

樹根や倒木によって乱された土層。

3a層内に4鰯がブロック状に混じる。締まり良い。

略褐色10YR3/4砂質シルト。0.5～5cm大パミス混じり。締ま0良い。
黒褐色10YR2/3砂質シルト。0.5～1cm大のパミス混じり。締まり良い。
略褐色10YR3/4砂質シルト。0.5～3cm大のパミス混じり。やや締まり
良い。

I府褐色10YR3/4砂質シルト。0.5～5cm大パミス混じり。締まり良い。
明褐色7.5YR5/8細粗砂。0.5～2cm大のパミス混じり。もろい。

1
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Fig.10No.7トレンチ土層(S=l/40）・石錐(S=l/1)
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No.7トレンチ完掘(北より）No.7トレンチサツマテフラ上面(北より）
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Ⅱ試掘調査

黒色10YR2/1シルト。締まり良い。
黒色10YR2/1シルト。締まり良い。
黒色10YR2/1シルト。締まり良い。木炭混じり。
黒褐色10YR2/3シルト。締まり良い。上部に木炭混じり。

Pit2

Pit3

Pit4

SK3

Pitl黒色10YR2/1シルト。締まり良い。
SKl

埋土血：黒褐色10YR2/2シルト。アカホヤブロック混じ')(少)。
締まり良い。

埋土β：黒褐色10YR2/3シルト。1cm大のパミスがわずかに混じ
る。アカホヤブロック混じり。締まり良い。

埋土γ：黒褐色10YR2/2シルト。0.2～1cm大のパミス混じり
（少)。純文早期府が混じる。締まり良い。

SK2黒褐色10YR2/3シルト。締まり良い。

SD1黒褐色10YR2/2シルトベースに，アカホヤがブロック状に混じ
る（多)。他の遺榊と異なり，掘削ラインが明瞭。上部でプラ
スティック製ボタンが出土。

l層撹乱。土器出土。

2厨アカホヤテフラ二次堆祇土。土器出土。
2a層褐色10YR4/4シルト。0.2～1cm大のパミス混じり。締まり良い。
2b層黒褐色10YR砂質シルト。0.5～2cm大のパミス混じI)。締まり良

い。

3届縄文時代早期層。
3a府黒色10YR2/1砂質シルト。0.2～1cm大のパミス混じり（多)。締ま
り良い。

3bR3a届と4a肘の混土。
4照サツマテフラ。

4a用褐色10YR4/4粗砂。パミス混じ)。脆い。

4b層4c府が水分を含んで脱色きれた観の土屑。明褐色7.5YR5/6砂質シル
ト。0．5～5cm大のパミス混じり。もろい。

4c届褐色7.5YR4/6粗砂。堅い。
4d層明褐色7.5YR5/8粗砂。パミスがびっしりと詰まる。もろい。
4e照明褐色7.5YR5/8パミス。もろい。
4鰯褐色7.5YR4/6細砂。堅い。

4K層明褐色7.5YR5/8パミス。もろい。
4h届明褐色7.5YR5/8シルト。かなり締まり良い。
4i層黄褐色10YR5/5粗砂。0.5～5cm大のパミス混じり。もろい。

4j届黄褐色10YR5/6シルト質粗砂。0.5～2cm大のパミス混じり。かな
り締ま0良い。

4k層黄褐色10YR5/6粗砂。0.5～5cm大のパミス混じり。もろい。
41照褐色10YR4/6シルト賀粗砂。0.5～2cm大のパミス混じり。堅い。

4m届明茄褐色10YR6/8パミス。0.5～5cm大のパミス混じI)。もろい。
4n届にぶい澱褐色10YR6/4粗砂。0.5～5cm大のパミス混じり。もろい。
4o届競褐色10YR5/4細砂。もろい。

A～D層樹根による乱れや水の浸透で変色した土層

Affi2a層に黄褐色10YR5/8パミスプロック混じり。締まI)良い。

m4g届ペースに.4d～4噸の混土。
C鼎黒褐色10YR2/2砂簡シルト。
DM4e届ベースに.4銅が混じる。

｡、

１“
麓

SK2

lm
L －－』

Fig.llNo.8トレンチS=l/40
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Ⅱ試掘調査

一型

No.8トレンチ位置(東より） No.8トレンチ表土除去後(東より）
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Ⅱ試掘調査
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Ⅱ試掘調査
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【表土除去後】

Ⅱ試掘調査

l層撹乱。

2層アカホヤテフラ。

2b層アカホヤテフラ二次堆積土。暗褐色10YR3/3シルト。
3層縄文時代早期脳
3a編黒色10YR1.7/1砂賀シルト。1cm大のパミス混じり。締まり良い。
3b層黒色10YR2/1砂質シルトベースに．サツマ粗砂混じり。締まりやや良い。
4層サッマテフラ。

4c届褐色7.5YR4/6粗砂。堅い。

4d層明褐色7.5YR5/8粗砂。パミスがびっしりと詰まる。もろい。
4e屑明褐色7.5YR5/8パミス。もろい。

4噸褐色7.5YR4/6細砂。堅い。

4g隔明褐色7.5YR5/8パミス。もろい。
4h層明褐色7.5YR5/8シルト。かなり締まり良い。

4i層黄褐色10YR5/5粗砂。0.5～5cm大のバミス混じり。もろい。

4j層黄褐色10YR5/6シルト質粗砂。0.5～2cm大のパミス混じり。かなり締ま
り良い°

4k府黄褐色10YR5/6粗砂。0.5～5cm大のパミス混じ0。もろい。
41層褐色10YR4/6シルト質粗砂。0.5～2cm大のバミス混じり。堅い。

4m層明黄褐色10YR6/8パミス。0.5～5cm大のパミス混じり。もろい。
4n届にぶい黄褐色10YR6/4粗砂。0.5～5cm大のパミス混じり。もろい。

4o層黄褐色10YR5/4細砂。もろい。

a～d層樹根によって乱された土層。
a脳黒色10YR2/1砂質シルトベースに．サツマパミスのブロック混じり。
b届a厨に同じ。

c層褐色10YR4/4シルト。締まり良い。

｡層4g層ベースに.3a層力噴入する。締まり良い。

【サツマテフラ上面】

0 1，

1－－－一一一一一一I

Fig.12No.9トレンチ土層(S=l/40)
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Ⅱ試掘澗従
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nI立会捌査

Ⅲ立会調査

2006(平成18)年度は，郡元団地内の立会調査20件を実施した。国立大学法人化以後，調査は鹿児島市教育委員会

が担当することになっているが，ガス漏れや漏水などの緊急時や，双方の日程の都合のつかない場合は，埋蔵文化財

調査室単独で調査を行なっている。以下にその概要を記す。遺物の詳細は本文とTab､2．3参照。

2006-A総合研究博物館掲示板設置工事(Fig..3)

調査地点郡元団地G-4区

調査期間2006年4月10日

調査担当鹿児島市教育委員会有川孝行・岩戸孝夫

埋蔵文化財調査室新里貴之

総合研究博物館前において，掲示板設置のため，基礎部分の立会調査を行なった。掘削したところ，地表下60cm

GLOm

GL-0.5m

B22

２

３
Ｂ

６
印 GL-1.0mB4

B12

GL，1.5m
B14B11

B15
B1

la層：インターロッキング B13

IbH:撹乱。

2層：櫛灰色10YR6/1シルト蘭砂。0.5～1cm大のバミス混じり。
3肘：褐灰色10YR5/1近似砂簡シルト。鉄分含む。
4屑：褐色10YR4/6シルト。締まりよい。 GL-2.0m
5屑：黙色10YR2/1シルト。下部は5cm大のバミス混じI)(少)。
6肘：鵬盤砂屑。

B 2B4
laW:コンクリート。l肘：撹乱。
IbW:撹乱。2鳩：灰黄褐色10YR4/2砂衝シルト。
2脚：照褐色10YR3/2シルト質砂。パミスなどを含まず均質な土壌。I器少M出土。3吋：灰黄褐色10YR5/2シルト質砂。
3脚：雌盤砂脳。4脚：灰黄褐色10YR5/2砂捉じりシルト。

5肘：暗灰黄色2.5Y4/2シルト衝砂。
6吋：我灰色2.5Y5/1シルト質砂。パミス（少)捉

B11～B15

1勝：批乱。

2脳：褐灰色10YR4/1シルト衝砂。締まり悪い。
3屑：褐色7.5YR4/3シルト簡砂。締まり悪い。

4屑：3脳に褐灰色10YR5/1シルトブロツクが混じる。締まI)悪い。

5層：にぶい黄褐色10YR5/3シルト質砂ベースに．狐色10YR2/1シルトなどがブロック状に混じる。0.5～1cm大のパミス混じり。締まり悪い。
6肘：灰褐色10YR5/2砂質シルト。0.5～1cm大のパミス混じり。締まり魁い。

パミス（少)混じり。

B22

1屑：撹乱。

2屑：にぶい繭褐色10YR5/4シルト蘭砂。マンガン混じI）。Icm大のパミス混じり（少)。締まりやや悪い。

Fig.132006-B土層柱状図
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Ⅲ立会調交

深で鉄管が検出され，基礎を10cm上げてつくることになり，調査を終了した。遺物などは得られていない。

2006-B学園環境整備工事(Fig.3．13)

調査地点郡元団地D-6,G～I4-7-8,0-6,K-8-10-11.L-6区

調査期間2006年5月22～24日，7月11日,8月7日

調査担当鹿児島市教育委員会有川孝行・岩戸孝夫・佐々木幸男

埋蔵文化財調査室中村直子・新里貴之

構内各所に設置するキャンパスサイン位置の立会調査である。キャンパスサイン位置のうち.B3は地表下85cm深

で撹乱,B5はインターロッキングを外したのみで，包含層への影響はなかった。B6は80～100cm深で撹乱であった。

B7は80～90cm深撹乱,B8は花壇盛土部分で包含層に影響はなかった。B9．10は90cm深で撹乱であった。土層の残

りの比較的良好であったBl．2-4の土層はFig.13の通りである。

Bl地点より陶器高台部1点,B2地点より成川式と思われる土器胴部片1点と磁器碗口縁部片1点,B3地点より成

川式と思われる胴部片3点,B6地点より成川・笹貫式喪口縁部片1点と，胴部片3点が得られている。Bl地点の陶

器1点,B2地点の磁器碗口縁部片1点,B6地点の成川・笹貫式蕊口縁部片1点を図化した(Fig.24-2～4)。

生協食堂東の北辰通りに面したフェニックスの樹根を除去する作業の立会(Bll～15)は，ほとんどが河川内の埋

土のような砂層であった(Fig.13)o

生協食堂北の田園通りでは，7か所(B16～22)のうち3カ所を調査した。B16．17地点は80cm深で撹乱,B22は

Fig.13の通りである。

2006-C環境バイオ研究棟等改修施設整備等事業(農学部1号館中庭植栽移設工事)(Fig.14．15）

調査地点郡元団地D-E-5～8区

調査期間2006年6月5．6日

調査担当鹿児島市教育委員会有川孝行

埋蔵文化財調査室新里貴之

言1

圃孝圏2号雌』皿

1
vIーF画

MI.-..JM22006-Msio恩学部,昼毎

凪学部4号醜鴎DR

泡’四

Fig.142006-C～I-K～M-Q-S地点配置(5=1/2,000)
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Ⅲ立会調炎

農学部1号館中庭の樹木・掲示板の移植・移設作業に伴い，移設先(CI～6-CIS～18),移設元(C7～12．C19

～24)の立会調査を行なった結果，比較的土層の残りは良好で，移植・移設先のほとんどの掘削地点で近世～近代の

水田層が確認された。樹木移植先C14地点の5層より土器小破片が1点出土している。

掲示板移植先CI地点は地表下65cm深で撹乱，樹木移植先のC13地点は65cm深.C16地点は75cm深.C17地点は

80cm深で撹乱であった。掲示板の移動元(C19～24)は全て撹乱であった。
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C15

GL‐10m

CIS

5

6

4

44

7 C7 C8

8

C14

C2～C6

1屑：批乱。

2府：暗褐色10YR3/3砂質シルト。0.5～1cm大のパミス混じり。締まりよい。

C14.C15･C18

1層：撹乱。

2用：灰就褐色10YR4/2砂蘭シルト。1cm大のパミス混じり（少)。締まりやや悪
い。

3肘：灰競褐色10YR4/2と褐灰色10YR4/1の中[ill色砂質シルト。1cm大のパミス
混じり（少)。締ま0やや悪い。

4層：にぶい菰褐色10YR4/3砂質シルト。マンガン汎じり。1cm大のパミス混じ
り（少)。締まりやや悪い。

5屑：灰褐色10YR4/1砂質シルト。1cm大のバミス混じり（少)。締まりやや悪
い。

6層：戯褐色10YR5/6砂質シルト。1cm大のバミス混じり（少)。締まりやや悪
い。

7届：灰糊色10YR4/1砂質シルトをベースに．褐色7.5YR4/6砂質シルト混じり。
1cm大のパミス混じり（少)。締まりやや悪い。

8層：黒褐色10YR2/2シルト。1cm大のパミス混じ0(少)。締まりやや悪い。

C7．CIO

1層：撹乱

2層：灰黄褐色10YR4/2砂簡シルト。0.5～2cm大のパミス混じり（多)。締まI)
悪い。

3層：にぶい黄褐色10YR4/3砂質シルト。0.5～2cm大のパミス混じI)(少)。締
まり悪い。

4届：褐色10YR4/6砂簡シルト。締まり悪い。
C11

1価：撹乱。

2層：灰黄褐色10YR4/2砂衝シルト。締まり悪い。
3層：褐色10YR4/4砂質シルト。締ま)悪い。

4層：褐灰色10YR4/1砂闘シルト。0.5～1cm大のバミス混じり。締まり悪い。
5層：やや暗めの褐灰色10YR4/1砂質シルト。0.5～1cm大のバミス混じり。締
まり悪い。

6層：褐色10YR4/4シルト。0.5～1cm大のパミス混じI)。締まり悪い。

C12

1層：撹乱。

2届：黒褐色10YR3/2シルト。1cm大のパミス混じI)。締
まりやや悪い．

3層：灰黄褐色10YR4/2砂質シルト。0.5～1cm大のパミス
混じり。締まりやや悪い。

4層：にぶい黄褐色10YR3/3粗砂。マンガン混じり。1cm
大のパミス混じり（少)。締まりやや悪い。河の氾濫
牌か。

5聯：褐色7.5YR4/4シルト。マンガン混じり。締まりやや
悪い。

6届：灰黄褐色10YR4/2砂闘シルト。1cm大のバミス混じ
り。締まI)やや悪い。

Fig.152006-C土届柱状図

27



Ⅲ立会調査

2006-D環境バイオ研究棟等改修施設整備等事業(農学部構内埋設配管更新事業)(Fig.14．16)

調査地点郡元団地D～F-4～9区

調査期間2006年8月7～9-16.17-21-29日.9月6-7-13日

調査担当鹿児島市教育委員会有川孝行・佐々木幸男・児之原博寿

埋蔵文化財調査室新里貴之・中村直子

農学部全域の新設・既設配管工事を中心とした工事に伴う立会調査を実施した(Dl～18)。約半数ほどの地点で近

世から近代の水田跡が確認された。その他の地点については.Dl地点が地表下200cm深で撹乱.D6地点は70cm深

D7地点が50cm深’D10．16地点が95cm深’D12．13地点が90cm深.D14地点が80cm深.D17地点が85cm深.D18地

点が105cm深まで，それぞれ撹乱されていた。遺物は得られていない。

GLOm
D2

1届：撹乱。

2層：灰黄褐色10YR4/2砂質シ

ルト。0.5cm大のパミス

混じり。締まりよい。

D3

1層：撹乱。

2層：にぶい黄褐色10YR4/3砂

衡シルト。05～1cm大

のパミス混じり。締ま

0良い。

3層：灰黄褐色10YR4/2砂質シ

GL-0.5m

D11

D2
ルト。0．5～1cm大のパ

ミス混じり。締まり良

い。

4層：にぶい職褐色10YR4/3砂

質シルト。0．5～1cm大のパミス鵬じり。
締ま})良い。

D4 D5
D3

GL、1.0m

D10マンガンを多撒に含む。

D4．5

1層：撹乱

2層：灰黄褐色10YR6/2シルト質砂。l～3cm大のバミス混じり。

3層：にぶい黄褐色10YR5/2シルト蘭砂。1cm大以下のパミス捉じI)。

..･･:水田による削平ライン
,■①●｡●

GL、1.5m
D8

1層：撹乱。

2層：灰黄褐色10YR4/2砂質シルト。0.5～1cm大のパミス混じり。締ま
り良い。

3層：にぶい黄褐色10YR4/3砂質シルト。マンガン混じり。締まI）良い。
4層：灰諭褐色10YR4/2砂質シルト。マンガン混じり。0.5～1cm大のパ
ミス混じり。締まり良い。

5層：黒褐色10YR3/2砂質シルト。0.5～1cm大のパミス混じり（少)。
6層：褐灰色10YR4/1砂質シルト。マンガン混じり。0.5～2cm大のパミ
ス混じi;。締まり良い。水、闇。

7層：6層土にマンガンの含有が多いもの。
8層：黄褐色10YR5/6シルト。粘質。
9届：灰白色10YR7/1と明黄褐色10YR6/8粗砂。締まり悪い。
10層：にぶい黄栂色10YR6/3シルト。粘質。
11層：黒色10YR2/1シルト。粘質。

9

D9 GL､20m
ll

D8

09

1用：撹乱。

2届：灰茄褐色10YR4/2砂質シルト。0.5～1cm大のパミス混じり。締ま
り良い。⑤の2層に対応。

3層：にぶい猫褐色10YR4/3砂質シルト。マンガン混じり。締まI)良い。
⑤の3肘に対応。

4層：黒褐色10YR3/2砂質シルト。0.5～1cm大のパミス混じI）（少)。⑤
の5肘に対応。

5層：褐灰色10YR4/1砂質シルト。マンガン混じり。0.5～2cm大のパミ
ス混じ1)。締まり良い。水田屑。⑤の6層に対応。

6層：照褐色10YR2/3砂質シルト。締ま0良い。やや粘質部分あり。
7層：明黄褐色10YR6/6シルト。粘質。
8層：にぶい黄褐色10YR5/3粗砂。締まり悪い。
9層：にぶい澱褐色10YR5/3ベースに髄・蝋・灰色の混じる粗砂。締まり
悪い。

D11

1吋：撹乱。

2肘：灰黄褐色10YR4/2砂質シルト。0.5～1cm大のパミス捉じ
り。締まり悪い。

3層：灰黄褐色10YR4/2砂質シルト。マンガン混じり。1cm大
のパミス混じ1)。締まり良い。粘質。

4肘：灰黄褐色10YR4/2砂質シルト。マンガン混じり。0.5cmk
のパミス混じI)。締まり良い。粘質。

D15

1肘：批乱。

2届：蹄褐色10YR3/3砂質シルト。0.5cm大のパミス混じり。締
まI)悪い。

Fig.162006-D土層柱状図
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Ⅲ立会調査

2006-E環境バイオ研究棟等改修施設整備等事業(農学部1．4号館土木工事)(Fig.14．17）

調査地点郡元団地D･E-4～6.E-F-7-8区

調査期間2007年1月12日.3月13-20日,4月4．9-13日

調査担当鹿児島市教育委員会佐々木幸男・有川孝行・岩戸孝夫

埋蔵文化財調査室新里貴之

渡り廊下基礎部分(El-2),スロープ部分の掘削(E3).不用品保管庫・消火ポンプ室の撤去(E4).農学部1号館

中庭・東側，同3号館東側の樹木移植(E5～10).側満設置部分(Ell．12)の掘削を行なった。

不用品保管庫・消火ポンプ室の撤去部分南側(E4)では，土層が良好に残っており，近世～近代の水田跡が確認さ

れた。弥生～古墳時代の包含層（4層)は，黒色土でなく灰色がかっている。渡り廊下基礎部E2地点は．近世～近代

水田の一部が確認された。渡り廊下基礎部は,El地点は140cm深の撹乱であった。

スロープ部分の掘削(E3)は55cm深で撹乱であった。農学部1号館中庭の移植先のE7．8地点はともに地表下50cm

深まで撹乱であった。東側移植先（E9．10)も60cm深で撹乱であり包含層への影響はなかった。

側溝設置Ellの撹乱層からは，多量の近現代遺物が出土した(Fi.24-5～14)。ゴミ穴であったと考えられる。近現

代磁器茶碗3点(Fig.25-5～7),ティーカップ1点(8)．皿2点(9．10).井碗1点(11).化粧品のクリーム容器1

点(12).無色透明ガラス瓶2点(1314)が得られている。

9．10は，日本硬質陶器株式会社(現・ニッコー株式会社)製の「硬質陶器プレート｣で，外底面に社章と思われる文

様と，文様内に「KNAZW｣の文字，文様の上下に「(不明)IRONSTONECHINAJ,fN.K・PORCELEAIN.CO｣の文字

がある。全面に細かい貫入があるのが特徴である。裏ロゴから大正後半～昭和初期頃のものと考えられる11。

GLOm

E4

1:枇乱。

la層：灰競褐色10YR4/2砂簡シルト。0.5～2cm大のパミス混じり（少)。締まり良い。

2bfeS:にぶい黄褐色10YR5/3砂質シルト。マンガン混じり。l～2cm大のパミス混じi;(少)。締まり良い。
2cR:2b層土にマンガンが多く混じる。締まり良い。

3afS:灰黄褐色10YR5/2砂闘シルトベースに黙褐色10YR2/3砂質シルトブロック混じり。0.5～1cm大のパ
ミス混じり（少)。締まり悪い。

3bR:3a層よりも灰黄褐色10YR5/2砂質シルトベース色が強い。

4届：黒褐色10YR3/1砂簡シルト。0.5～3cm大のパミス混じり。締まり悪い。縄文晩期～古墳時代層。
5amにぶい黄褐色10YR5/3粗砂。0.5～3cm大のパミス混じり。締まり悪い。
5bW:戦褐色10YR5/8粗砂。0.5～5cm大のパミス混じり。締まり悪い。

5c層：蔵褐色10YR5/2粗砂。1cm大のパミス槻じI)。締まI)悪い。
6層：灰黄褐色10YR6/2シルト。粘質。締まり悪い。
7畷：無色10YR1.7/1シルト。粘質。締まI)悪い。
E2

1肘：枇乱。

2届：灰黄褐色10YR4/2シルト。0.5cm大のパミス混じり（少)。粘蘭。近代の水田跡か。

GL~0.5m

GL、1.0m

E2

Ｂ
●
■
●

GL‐1.5m
●
●
●
白

●
○
ウ
●

●
●
●
申

●
●
●
◆
。
●
● 水田↓こよる削平ライン

GL､2.0m

GL､2.5m
E4

Fig.172006-E土層柱状図
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Ⅲ立会調査

11は，内外面に上絵の文様が施された井碗である。外面文様は剥落が著しく特徴がつかめない。内面は二条の圏線

の中に雷文が巡る。

12は，株式会社シャンソン化粧品本舗(現・株式会社シャンソン化粧品)製の｢特殊美肌兼用クレームシャンソンア

コール｣のガラス容器と蓋である。内容最は30gで，当時の価格で600円となっている。やや円錐状になる胴部側面が

面取りされている。1954(昭和29)年8月に発売され.1970(昭和45)年8月には後継商品「アコレーム｣が発売されて

いることから.16年間で製造流通していた商品であると目される。当時，鹿児島市下荒田，東千石町に特約店があっ

たという。金属メッキ蓋と密閉用のビニール製内蓋が得られているが，プラスティック製ネジ部は剥落して逸失して

いる。また，上部は土圧のためか，本来やや膨らみをもつものが不定形に凹んでいる。外底面以外にも，外蓋上面に

英大文字・小文字で飾った｢CHANSON｣が陽刻されている2)。

13は，「三共SANKYO｣小瓶で，蓋は腐食してガラス瓶に癒着しており，その上面に，蝦茶色で，円形のなかに縦

書きの「三共｣と横書きの｢SANKYO｣の文字が交差するように書かれる。薬品小瓶ではないかと考えられ，内容物が

入っている。

2006-F

調査地点

調査期間

調査ｷ日当

環境バイオ研究棟等改修施設整備等事業(農学部1号館土木工事)(Fig.14)

1

2

3

G1

郡元団地D-5区

2007年3月30日

埋蔵文化財調査室新里貴之

GLOm

1

1

1
1

1

1 GL-0.5m

2

2
2

2

2

GL､1.0m
G9

32
3

3

G2

3

G3

G4
3

4

4
5

G7
6

一

GL－1.5m

G8
G7

1層：撹乱。

2層：灰色YR/シルト質砂。

3層：上部明黄褐色YR/.下部黄褐色YR/砂。境界は明確でない。
4層：灰褐色YR/の強いシルト質砂。茶褐色の斑点が入る。水m層か。
G8

1層：撹乱。

2層：暗灰黄色2.5Y4/2砂質シルト。マンガン混じり。3cm大のパミス混じり
3層：黒褐色10YR3/2砂質シルト。筋状の鉄分混じり。
4層：灰黄褐色10YR6/2細砂。筋状のマンガン混じり。
5層：灰黄褐色10YR5/2細砂。筋状のマンガン混じり。
6層：褐灰色10YR4/1シルト。粘質。
G9

1届：撹乱。

2層：軽石ブロックを含む細砂。

(少)。

Fig.182006-G土層柱状図
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G1-G2

1層：撹乱。

2層：灰黄褐色10YR5/2シルト磁砂。3～

5cm大のパミス混じり。

3層:10YR5/2細砂。3～5cm大のパミス
混じり。粘土・細砂ブロックを含む。

G3･G4

1層：撹乱。

2層：灰競褐色10YR5/2シルト。

3層：にぶい黄授色10YR7/2細砂。



Ⅲ立会調査

農学部1号館中庭の支障樹木の撤去(Fl).同東側入口スロープ部(F2)の掘削に伴い，立会調査を行なったoFl

地点は，全て地表下90cm深以内で撹乱であった。F2地点は50cm深で撹乱であった。

2006-G正門改修工事(Fig.14．18)

調査地点郡元団地D～F-3-4区

調査期間2006年11月17日.12月18.26日.2月7日

調査担当鹿児島市教育委員会有川孝行

埋蔵文化財調査室中村直子・新里貴之

駐車場・高倉設置部分の整地，樹木移植，雨排水溝の設置，マンホール設置等に伴い立会調査された。整地部分は

2か所ともに地表下30cm深まで撹乱であった(G10．11)。農学部2号館南の樹木移植では(Gl～4地点).近世～近

代の水田跡が確認された。雨排水溝の設置地点G5-6は各々110cm深.90cm深まで撹乱,G7地点では近世～近代の

水田跡が確認された。マンホール部G8地点では近世～近代の水田層.G9地点では河砂層と思われる砂層が確認され

た。遺物は確認されていない。

2006-H環境バイオ研究棟等改修施設整備等事業(農学部2号館土木工事)(Fig.14．19)

調査地点郡元団地.C-4-5,D-E4-7区

調査期間2006年9月26.28-29日,10月2日

調査担当鹿児島市教育委員会有川孝行・児之原博寿

埋蔵文化財調査室中村直子

農学部4．5号館の各南側で樹木の移植工事に伴い立会調査が行われた。HI地点は掘削途中で配管ができてきた

ために，掘削を中止したoH4．5地点は掘削を中止した。H2．3-6地点は近世～近代の水田層であると考えられた。

HI地点より成川式と思われる胴部片1点.F地点より同胴部片2点が得られている。また.H2地点より鹿児島高等

農林学校対岳寮の井碗口縁部片1点が得られており，これを図化した(Fig.24-15)。

農学部2号館南側では,H7～9地点で近世～近代の水田層，H10．11地点で河川砂層と思われる層を確認した。

H10地点では鹿児島高等農林学校の基礎跡やゴミ穴も観察されている。

農学部2号館東側の樹木伐根掘削部では,H12．14地点で河砂層が確認され，地表下100cm深でゴミ穴が確認され

ている。

農学部1号館東側の樹木移植では,H15地点移植元が70cm深まで撹乱，移植先H16地点は40cm深で撹乱であった。

その他周辺部の掘削(H17～19)においても60cm深まで撹乱であった。

2006-1農学部4号館改修工事・農学部1号館事前調査(Fig.14.20）

調査地点郡元団地D-E-5,E-7-8区

調査期間2006年5月8日

調査担当鹿児島市教育委員会佐々木幸男

埋蔵文化財調査室中村直子

農学部4号館の建物に接したエレベーター・スロープ・階段設置箇所と，附属棟南側の犬走り・庇基礎工事と，農

学部1号館中庭の表土がどの程度の深さがあるかを確認した立会調査である。

農学部4号館のエレベーター・スロープ・階段設置箇所(II-3～5)では，近世～近代の水田層が確認された。附

属棟南側の犬走り・庇基礎部分(11．2)は，地表下80cm深まで撹乱であった。

13．4地点において，成川式と考えられる底部近くの胴部片1点と，内面側に受けがあり，七輪か火鉢と思われる

土焼締土器片1点が得られている。そのうち後者を図化した(Fig.24-16)。

2006-J附属中学校プール改修工事その他改修工事(Fig.2．21)

調査地点郡元団地Q-9-10区

調査期間2007年1月15日

調査担当鹿児島市教育委員会有川孝行
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1

2

H9

H 2H9

1届：撹乱。1層：撹乱。

GL()、

1

1 1

GL-0.5m

1

2
2

3

4

GL-1.0m

2 H14

H12

2

3

3 GL‐1.5m

H10
H11

GL-2.0m

GL､2.5m

2層：灰黄褐色10YR5/2砂質シルト。水田層。2層：暗灰黄色2.5Y5/2シルト。0.5～2cm大のパミス混じり。
H 3H8･H11

1層：撹乱。1府：批乱。

2層：灰黄褐色10YR5/2砂質シルト。水田肘。2層：暗灰黄色2.5Y5/2シルト。0.5～2cm大のパミス混じ')。

3層：褐灰色10YR5/1砂質シルト。3層：褐灰色10YR5/1砂質シルト。鉄分を含む。

4層：褐灰色10YR4/1砂質シルト。4am:灰黄褐色10YR5/2シルト質砂。鉄分を含む。

5層：灰黄褐色10YR5/2を無調とし．明黄禍4b層：灰黄褐色10YR6/2砂質シルトと4a届土との混じI)土。
色10YR6/6シルトブロツクを含む。4c層：灰黄褐色10YR6/2シルトと4b層土との混じり土。鉄分を含む。

6 層：粗砂。H10

7層：灰黄褐色10YR5/2を基調。l層：撹乱。

8届：シルト。2層：細砂。

9層：粗砂。3層：茶褐色シルト。

10層：シルト＋粗砂。

1 1層：シルト＋粗砂。H12
12層：粗砂。 1層：撹乱。
13層：白シルト。 2層：灰白色細砂。
14層：黒シルト。 H14

H6 1届：撹乱。

l 層：撹乱。2a層：細砂。
2層：灰黄褐色10YR5/2砂質シルト。2bR:灰白色細砂。
3層：褐灰色10YR5/1砂質シルト。筋状のマンガン混じり。3届：明灰色細砂。
4層：褐灰色10YR4/1砂質シルト。

5層：灰黄褐色10YR5/2を蕪調とし，明黄褐色10YR6/6シルトブロックを含む。

H7

1層：撹乱。

2a層：にぶい黄褐色10YR4/3砂質シルト。0.5～2cm大のパミス混じI)。締まり良い。粘質。
2b層：暗褐色10YR3/3砂質シルト。0.5～2cm大のパミス混じり。締まり良い。粘質。

3a層：にぶい茂褐色10YR4/3シルト質細砂。0.5～2cm大のパミス混じり。締まり悪い。
3b層：にぶい黄褐色10YR4/3シルト質細砂に．灰黄褐色10YR4/2シルトブロックを含む。0.5～2cm大のパミス混じり。締まり悪い。

Fig.192006-H土層柱状図
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Ⅲ立会調査

GLOm

1

1

2

3 3

1

3

13．14

1

2

GL,0.5m

11～14

1屑：撹乱。

2肘：灰黄褐色10YR6/2シルト質砂。3cm大以下のパミス混じOo
3届：灰黄褐色10YR5/2シルト質砂。1cm大以下のパミス混じり。
マンガン授透。

15

1胴：撹乱。

2脳：柔らかい土。盛土の'4能性あI)n

3肘：褐灰色10YR5/1シルト質砂。0.5cm大のパミス含む。締まI)

3
良い。鉄分浸透。

11 12

15
GL‐1.0m

Fig.202006-1土層柱状図

埋蔵文化財調査室中村直子

附属中学校プールの改修工事に伴い.Jl～8地点の計8か所の立会

調査を行なった。J2地点のみ弥生～古墳時代の包含層が確認された。残

りの地点は，40～90cm深で撹乱である。J2地点包含層は地表下55cm

で確認されたため，工事深度を影響のない表土の範囲に設計変更するこ

ととなり，調査を終了した。

J2地点3層から，成川式高坪坪部片1点．脚部片1点，器種不明胴部

片1点が得られている。高坪脚部片1点を図化した(Fig.24-17)。

GLOm

1

2 GL-0.5m

3

J2

GL‐1.0m

J2

1層：撹乱。

2層：黄褐色2.5Y5/6粗砂混じI)

シルト質砂。パミスを含
む。

3屑：黙褐色10YR2/3シルト。

Fig.212006-J土層柱状図

2006-K農学部焼酎学講座実験研究棟新営工事(Fig.14．22．23)

調査地点郡元団地C～E-5-6区

調査期間2006年12月15日.2007年4月13.16.17日,5月23日

調査担当鹿児島市教育委員会佐々木幸男・有川孝行・立部剛

埋蔵文化財調査室新里貴之

農学部焼酎学講座実験棟を建設することとなったが，焼酎蔵をイメー

ジした軽量鉄骨の建物であるため，支障樹木の移植と基礎部分の立会調

査を行なった。

農学部焼酎学講座実験棟設置予定地東側の支障樹木を農学部2号館前

に移植する工事では，移植先Kl-2地点で水田層が確認された。K3地に移植する工事では，移植先Kl-2地点で水田層が確認された。K3地点では190cm深まで撹乱されており，生協の

ロゴのある茶碗などが出土している。当時のゴミ穴と考えられた。移植元K4～6地点においても近世～近代の水田

層が確認されている。また，予定地西側の支障樹木移植先のK7-8地点．移植先のK10地点においても近世～近代の

水田層が確認されている。K9地点は地表下110cm深まで撹乱されていた。

包含層遺物ではないが，表土及びゴミ穴より多数の近現代遺物が得られたため，ここで紹介する(Fig.25～27)。
Kl地点

Fig.26-19は，撹乱層から出土した鹿児島高等農林学校対岳寮の井碗の口縁部である。蓋受けがあり，外面口唇部直

下に呉須による圏線が巡る。「岳｣の文字の一部が残っている。

K2地点

20は，撹乱層から出土したクロム青磁の碗の口縁部である。小さな花弁で囲まれた円のなかに，「寿｣の一部が認め
られる。

21は，撹乱層から出土した防火水槽の一部と考えられ，鉄筋コンクリート造である。状態は平板で，裏面には型枠

の木板痕が残っている。近年まで郡元団地内に散在していた上面観円形の防火水槽とは異なる。文様・文字は型作り

であり，文様が陽刻，文字が陰刻である。文字部分は後で丁寧に整形されている。文字は右から左方向へ｢防火(以

下不明)｣が残っている。山型陽刻がシンメトリーであると考え，それを基準にすれば，文字は4文字だったと考えら
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Ⅲ立会調査

GLOm

GL､0.5m

GL､1.0m

K1

K10K8K4

K7

K6
GL-1.5m

K2

K5

－

GL,2.0m

K1 K6

1層：撹乱。l届：撹乱。近現代遺物出土。

2届：にぶい黄褐色10YR4/3砂質シルト。0.5～1cm大のパミス混じ';。

やや締まり悪い。水田厨。
K4

1層：撹乱。

2屑：にぶい黄褐色10YR4/3砂質シルト。やや締まり悪い。粘質。水田

肘。

3局：にぶい黄褐色10YR5/4砂質シルト。マンガン混じり。0.5～1cm

大のパミス混じり（少)。やや締まり悪い。やや粘質。

4厨：灰就褐色10YR4/2砂薗シルト。0.5～1cm大のパミス混じ0

（少)。やや締まり悪い。粘質。

5層：蹄褐色10YR3/3砂質シルト。0.5cm大のパミス混じり。締まり悪

い。縄文晩期～古墳時代届か。

K2

1層：撹乱。近現代遮物出土。

2層：にぶい黄褐色10YR4/3砂質シルト。やや締まり悪い。粘質。水田
肘。

3届：にぶい黄褐色10YR5/4砂質シルト。マンガン混じOo0.5～1cm

大のパミス混じり（少)。やや締まり悪い。やや粘質。

4層：灰黄褐色10YR4/2砂質シルト。0.5～1cm大のパミス混じi;

（少)。やや締まり悪い。粘質。

5層：4層と6層の混じり土。

6届：蹄褐色10YR3/3砂質シルト。0.5cm大のパミス混じり。締まり悪
い。純文晩期～古墳時代間か。

K5

1届：撹乱。

2届：にぶい黄褐色10YR4/3砂質シルト。やや締まり悪い。粘質。水田

脳。

3層：にぶい黄褐色10YR5/4砂質シルト。マンガン混じOo0.5～1cm
大のパミス混じり（少)。やや締まり悪い。やや粘質。

4層：灰蔽褐色10YR4/2砂徽シルト。0.5～1cm大のパミス混じり
（少)。やや締まり悪い。粘質。

5層:II蘭褐色10YR3/3砂質シルト。0.5cm大のパミス混じI)。締まり悪
い。縄文晩期～古墳時代層か。

6層：5肘土に類似。

7届：明黄褐色2.5Y7/6細粗砂。0.5～5cm大のバミス混じり。締ま)
悪い。

2層：灰黄褐色10YR4/2砂質シルト。0.5～1cm大のパミス混じI)。峨

圧され堅<締まる。

3層：にぶい黄褐色10YR4/3砂質シルト。マンガン混じり。0.5～1cm

大のパミス混じり（多)。締まり良い。
4層：にぶい黄褐色10YR4/3類似砂質シルト。マンガン混じり。0．5～

1cm大のパミス混じり（多)。締まり良い。
5層：にぶい黄褐色10YR5/3シルト質砂。0.5～3cm大のパミス混じり

（少)。締まり悪い。

6層：灰黄褐色10YR4/2砂質シルト。0.5～2cm大のパミス混じ1)

（少)。やや締まり悪い。

7層：にぶい黄褐色10YR4/3類似砂質シルト。マンガン混じ0o0.5-

1cm大のパミス混じり（少)。やや締まり悪い。

K7

1層：撹乱。

2層：灰黄褐色10YR4/2砂質シルト。0.5～1cm大のパミス混じり。締

まり良い。水田層。

3層：にぶい黄褐色10YR4/3砂質シルト。マンガン混じOc0.5～1cm

大のパミス混じ)o締まり良い。

K8

1層：批乱。

2層：灰黄褐色10YR4/2砂質シルト。0.5～1cm大のパミス混じり。締
まり良い。水田層。

3層：暗褐色10YR3/3シルト。0.5～2cm大のパミス混じI)。かな1)締
まり良い。水田床土か。

4層：灰黄褐色10YR5/2砂質シルト。0.5～1cm大のパミス混じり。締
まり悪い。水田層。

K10

1層：撹乱。

2層：灰黄褐色10YR5/2砂質シルト。0.5～1cm大のパミス混じり。締
まり悪い。

3層：2層土にマンガン混じり。
4層：にぶい黄褐色10YR4/3砂質シルト。0.5～3cm大のパミス混じ
り。締まり悪い。

5層：灰黄褐色10YR4/2砂質シルト。0.5～3cm大のパミス混じ')。締
まI)良い。

Fig.222006-K土層柱状図(1)
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K11 3
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K15

Fig.232006-K土層柱状図(2)

GL()、

1

GL-0.5m

2

3

4

5

GL‐1.0m

6

K17

GL‐1.5m

Ⅲ立会調査

K11

1層：撹乱。

2層：にぶい黄褐色10YR4/3砂質シルト。0.5～1cm大のバミス混じり。マンガン
混じり。締まり良い。

K15

1層：撹乱。

2層：灰黄褐色10YR4/2砂閥シルト。0.5～1cm大のパミス混じI)(少)。締まI)悪
いc

3届：にぶい黄褐色10YR4/3砂質シルト。0.5～1cm大のバミス混じI）（少)。マン
ガン混じり。締ま0良い。

4層：灰黄褐色10YR4/2砂質シルト。やや締まI)悪い《》
K16

1層：撹乱。

3吋：にぶい黄褐色10YR4/3砂質シルト。0.5～1cm大のパミス混じI）（少)。マン
ガン混じIル締まり良い。

4層：灰黄褐色10YR4/2砂質シルト。やや締まり悪い。
K17

1層：撹乱。

2層：灰黄褐色10YR4/2砂蘭シルト。0.5～1cm大のバミス混じ0(少)。締まり良
い｡

3層：黒褐色10YR3/2砂質シルト。0.5～2cm大のバミス混じり（少)。締まI)良い。
4層：にぶい黄褐色10YR4/3砂質シルトo0.5～1cm大のパミス混じり。マンガン
混じり。締ま)良い。

れる。また，「火｣の左側の破損した文字の具合から「水｣という文字よりは「用｣の字のほうが想定しやすく，本来の

文字は「防火用水｣の可能性が考えられる。この地点の西側約30m離れた箇所(現・焼酎学講座棟東南部)に，高等農

林学校時代に上面観が方形を呈す水槽があることが，当時の地図から窺える。あるいは，陰刻された文字から推定し

て.1945(昭和20)年の空襲の際に倒壊したとされる正門付近にあった「防火用具室｣の一部かもしれない。

K3地点

22は，美濃窯業株式会社製陶部(現・美濃窯業株式会社)製の生協Ⅲlである。口縁部は玉縁状を呈する。外面に呉

須で｢生協｣のロゴと，外底面に菱形内に「MINO｣と書かれたロゴがプリントされる。同社販売カタログには，納品

先として1961(昭和36)年までは鹿児島大学が記赦されていないが.1965(昭和40)年には，鹿児島大学病院，鹿児島

大学ともに記載されている。少なくともこの時期以降のものであろう。「鹿児島大学生活協同組合｣が法人化するのは

1957(昭和33)年のことであり，この磁器は生協発足直後に発注されたものではないようである3)。

23は22と同様の井碗であると考えられる。

24は，農学部で使用されていた湯のみ茶碗で，緑色で行書体縦書きの「農学部｣と，対外面に上部半円と下部に

｢KAGOSHIMA｣の文字，その中央部に噴火した桜島と隷書体の「大学｣がスタンプされる。この大学のロゴは，学章

の変遷からして.1949(昭和24)年の鹿児島大学開学当時から1979(昭和54)年の開学30周年まで用いられている。前

田芳責農学部長によれば，赴任時期に用いた覚えはないとのことで，下限は1969(昭和44)年以前に絞り込めそうで

ある。

K4地点

25は，磁器の湯のみ茶碗で，外面に茶色地に金のくずし文字が縦書きされるが，内容は読み取れない。外底面に銘

｢尚人｣と思われるスタンプがみられる。

26は，クロム青磁の蓋受けのある井碗で，外面に笹の葉らしき文様が描かれる。

27は，丹頂株式会社(現・株式会社マンダム)の丹頂ポマードと推定されるガラス容器である。現在でもデザイン

を変えて販売されている。側面は垂下する柳葉状の陽刻文様で飾られ，商品名シールを貼ったと思われる長方形の切

り込み4.5×2cm,深さ0.15cmが存在する。この商品は1966(昭和41)年にパッケージが変更されているため，会社名

を丹頂に変更した1959(昭和34)年から，パッケージ変更された1966(昭和41)年の間の商品ではないかと推測される41。

わずかに内容物が内底面に付着している。
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Ⅲ立会調従

28は，磯じまん株式会社の海苔佃煮｢磯じまん｣のガラス容器である。現在でもデザインを変更して販売されてい

る。側面下方に「磯志"まん｣の陽刻があり。外底面にはひし形内に「N｣硝子(株)製と思われる製瓶会社記号がある。

瓶口部は錆びた蓋に覆われ，ツイスト蓋である。1954(昭和29)年から1958(昭和33)年頃まで製造された瓶であると

考えられる5)。

農学部焼酎学講座実験棟設置予定地の基礎工事地点は，基本土層としてKll地点を確認したところ，近世～近

代の水田層が確認された。その他，掘削時点で3か所の近現代のゴミ穴が確認されたので，その遺物を紹介する

(Fig.27)o

ゴミ穴1

29は，「生協｣の湯のみ茶碗で，厚手の外反口縁を呈する。美濃窯業株式会社製陶部(現．美濃窯業株式会社)製の

もので，先述22．23と同様であろう。

30は，無文の磁器湯飲み茶碗である。

31-32は，農学部の湯のみ茶碗で，先述24と同様のものである。

33は，パイロットインキ株式会社(現・株式会社パイロットコーポレーション)の「インキ｣瓶で，内容量は60ccで

ある。

34は，同「インキ｣瓶で，詰め替え用の大瓶である。内容量は350ccである。底面は多数の四角錐の陰刻で飾られ

る。この大瓶は1949(昭和24)年発売の12オンス瓶に相当すると考えられるが，以後，内容量が｢cc｣で表示されるの

は1960(昭和35)年頃からのようである6)。

35は，性格不明のガラス瓶で，外底面に文様らしき陽刻があるが，解読できない。薬品か化粧品であろうか。

36は，ニチベイナガク製の「タイプクリーナー｣である。外側面には縦方向の溝がある。正面のシールは破損が著

しいが，上段より「TYPECLEANERタイプクリーナーTRADEMARKNBK(不明)hikiK(不明)」とある。最下

段の文字は英字筆記体で最も破損が著しく判読不能である。外底面に，丸の中に「6｣か「9｣の数字のようなものが

陽刻されているが，角ばった形状をしており，石塚ガラス株式会社のロゴかもしれない。

37．38は，繊鱗麦酒株式会社の「キリンビール｣瓶である。どちらも破損しているが，37は，底部立ち上がり部側

面に「正633cc｣の文字が陽刻される。上げ底となった外底面には｢T2362｣の文字が三角形状に打刻されている。丸

に「正｣のマークがあることから.1956(昭和31)年以降に製造されたものと考えられ，容量の表示が現在のような

｢ml｣ではなく「cc｣になっているため.1959(昭和34)年以前に製造されたものと考えられる。東洋ガラス株式会社製

瓶である。38は破損著しい底部片であるが，底部立ち上がり部側面に左から右に「登録商標｣と入っている。この種

の瓶は，キリンビールの製埋工場が再開した1950(昭和25)年以降に製造され，かつ，丸に「正｣のマークが入る1956

(昭和31)年以前に製造されたものと考えられる7)。

39は，南日本酪農協同株式会社の「南日本デーリイ牛乳｣である。プリントは剥落し，その痕跡で同製品と判断さ

れた。底部立ち上がり部に陽刻される内容量と管理用記号の位置からして,41とはプリントが真逆となっていたよう

である。外底面中央部には，菱形内に「N｣文字のある日本硝子株式会社の製瓶会社記号を中心に，尼崎工場の「A｣，

西暦下一桁の「3｣，不明の｢H｣が陽刻される。外底面への打刻は昭和40年代中ごろにはないということであり，「3」

が1963（昭和38)年に製造された瓶である可能性を示唆している。また，1966（昭和41)年には使用されており制，

1968(昭和43)年以前のものであるとされる9)。

40は，愛知トマト株式会社(現・カゴメ株式会社)製の「トマトケチャップ｣の瓶である。胴部は8面に面取りされる。

底面には.TAICHITOMATOCOJ.[56｣の文字が時計回りに陽刻される。このタイプの瓶は1935(昭和10)年頃か

ら1957.1958(昭和32．33)年まで製造されていたが，この瓶は外底面に｢56｣の文字があることから，製瓶年1956(昭

和31)年を示している'0)。底部立ち上がりに日本硝子株式会社の製瓶会社記号が陽刻される。

ゴミ穴2

41は，現・南日本酪農協同株式会社)販売の｢南日本デーリイ牛乳｣瓶である。口縁部内側に段を持ち，紙蓋による

封であると考えられる。正面に「南日本デーリイ牛乳正200ccJ.反対に社章と「NANRAKUDAILYMILK｣の

文字が水色の文字でプリントされている。底部立ち上がりには内容量と，その対面に管理用記号が施される。外底面

中央部には，菱形内に「N｣文字のある日本硝子株式会社の製瓶会社記号が陽刻される。これらの諸特徴から，昭和40

年代初～昭和43年以前のスタイルであるとされる8．9)。

42は，ナニワ薬品化成株式会社(現・株式会社エヌ・エヌ・シー)販売，写真用停止液氷酢酸のガラス容器である。
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｢塔印写真用純氷酷酸（ベスト酸)99％以上500gNANIWAYAKUHINKASEI｣と白地でプリントされたプリ

ントは大半が欠失している。外底面には，円のなかに｢T｣字が陽刻され，東洋ガラス株式会社の製瓶会社記号と想定

される。初造年代は不明であるが1965(昭和40)年頃にはポリ容器に変わったということから，同年代を製造年代

の下限に当てることができる''1．

43は，パイロットインキ株式会社(現・株式会社パイロットコーポレーション)の「インキ｣瓶で，変形台形状を呈

する。蓋も残存しており，青色のインクも少量残っているo1949(昭和24)年以降発売のアベツクインキ（青・赤)の

青色と考えられる。内容量は30ccである。内容量の表示がオンス(oz)でないことから.34と同様の年代観になると

考えられる6)。外底面に石塚硝子株式会社の製瓶会社記号が陽刻される。

44は，現・ハウス食品工業株式会社製の「こしょう｣で，内容量20gの角瓶である。体部が間延びした台形状を呈す

る。立ち上がり部には約1mm大の突起が5列に並んで巡る装飾を施す。正面の平坦部には商品名を記載したと思わ

れるシールがわずかに残り，黄色地に「ハウス食品｣と「大阪府｣の文字が読み取れる。口部は径約2cmのスクリュー

栓であり，先端には分量を調節する穴あきキャップが残存している。外底面には「ハウス｣の文字と，不明瞭ながら

日本硝子株式会社の製瓶会社記号，そして数字「3｣が陽刻される。商標は1979(昭和54)年より「H｣マークとなるこ

とから，昭和40年代前半～50年代前半にかけての商品であると推定されている'2)。

ゴミ穴3

45は，株式会社資生堂の「ヘアトニック｣のガラス瓶である。各柱状を呈しており，高さ13.5cm.正面と反対側は

波打っており，おそらく商品名のシールが貼られていたと思われる部分は，平坦面5.3×5.5cmと反対側に2.5×1.8cm

の小さな平坦面が形成される。プラスティック製の穴あきキャップが残存している。1959(昭和34)年～1967(昭和

42)年8月までに製造された製品である13)

46は，株式会社資生堂の「エムジー5リキッド｣のガラス瓶である。角ばった楕円形を呈しており，高さ12.5cm,横

幅6.5cm,厚さ3.2cmを計る。側面には，滑り止めとみられる横方向の切り込みがあり，正面には「MG5SHISEIDO

GINZATOKYO｣の文字と資生堂の社章のシールが残存している。上げ底の外底面には，日本硝子工業株式会社の製

瓶会社記号と思われる英大文字の「Y｣と管理記号と思われる「25｣が陽刻されている。1963(昭和38)年に発売,1967

(昭和42)年8月までの製造品である'31．

47は，性格不明のガラス容器である。楕円柱状で口部に向かってややすぼまる。側面部分にはポジで飾りがある。

正面の底部立ち上がり部に「H｣，対面に「3｣の陽刻がある。「H｣が製瓶記号であれば，広島硝子工業株式会社の記号

かもしれない。外底面には｢ﾉ7,｣の陽刻があり，「カクイ」と読ませるようである。容器から酢や醤油などの液体調味

料を思わせる。

PL.17-48は，丸美屋食品工業株式会社製の「牛肉すきやきふりかけ｣のアルミ箔を貼り合せたポリエチレン製小袋

(正味25g)である。12.5×8.5cmの大きさである。日本初の牛肉風味ふりかけであり，パッケージの地は青色，記載文

字は，赤・白・青色で使い分けられている。円内に「美｣の商標が見受けられる。裂面には商品の紹介が掲載されて

いる。1963(昭和38)年8月発売のオリジナルパッケージであり.1964年（昭和39)年1月まで製造に使用された'4)。

パッケージの様相を新たにし，現在でも販売されている商品である。

PL､1749は，三協食品株式会社(現・日の出製粉株式会社)製の「本場ラーメン｣，「麺150gスープ25g｣の包装紙で

ある。26cm×7.2cmほどの黄色ビニール製包装紙である。社章は星印「な｣内に「SSK｣文字である。裏面は，ラーメ

ンの作り方が絵入りで示されている。初造年代は不明だが.1960(昭和35)年に，日の出製粉株式会社が三協食品株

式会社より同ブランドを譲り受け，若干パッケージの様相を変えながら現在でも販売されている'5)。

農学部焼酎学講座実験棟設置予定地の周辺の電気工事・汚水管設置工事の立会調査では．電気工事地点K12．13

は，各々 150cm深・90cm深で撹乱であった。汚水管設置地点では.K14地点が140cm深で撹乱だったほかは，包含
層の残りは比較的よく，近世～近代の水田層が確認された。

2006-Lガス漏れ修繕工事(Fig.14．28)

調査地点郡元団地F-4区

調査期間2006年12月14日

調査担当埋蔵文化財調査室新里貴之

ガス漏れのための緊急工事のため，調査室が急遥，立会調査を行うこととなった。河川砂層と思われる土層を確認
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した。遺物は得られていない。

2006-M環境バイオ研究棟等改修施設整備等事業(農学部1号館電気土木工事)(Fig.14)
調査地点郡元団地D-E-6区

調査期間2007年2月21日

調査担当鹿児島市教育委員会児之原博寿

埋蔵文化財調査室新里貴之

農学部1号館建物に接した周辺で，電気配管工事に伴い立会調査を行なった。Ml地点は地表下60cm深・M2地点

は115cm深まで撹乱であった。

2006-N共通教育棟3号館玄関横雨排水取替工事(Fig.2．28）

調査地点郡元団地L-7.8区

調査期間2007年3月23日

調査担当鹿児島市教育委員会佐々木幸男

埋蔵文化財調査室中村直子

共通教育棟3号館玄関南側における雨排水取替工事の立会調査を行なった。排水溝設置地点の2か所を50cm深掘

削したが，撹乱層であった。Nlは底面で2層が露出したが，遺物包含層への影響はないと判断し，調査を終了した。

2006-O教育学部給水本管修繕工事(Fig.2．28)

調査地点郡元団地N･0-6.7区

調査期間2007年3月20日

調査担当埋蔵文化財調査室中村直子

給水管の補修工事に伴い立会調査を行なった。01地点は弥生～古墳時代の包含層と同時期の土層が確認されたが，

黒色土は均質で遺物の出土もなかった。02地点は110cm深まで撹乱されていた。

2006-P工学部電気電子工学科棟等空調設備改修工事(Fig.14.28)

調査地点郡元団地1-9．10.J-12-13区

調査期間2007年3月1日

調査担当鹿児島市教育委員会岩戸孝夫

埋蔵文化財調査室中村直子

電気電子工学科棟南側(PI地点).機械工学科棟近隣(P2-3地点)の工事に伴う立会調査を行なった。PI地点は

40cm深で撹乱であった。

P2-3地点は，水平の堆積状況から水田層であると考えられるが，時期不明である。

P2地点3層より成川式壷か増と思われる胴部片1点.c地点1層より土器小片1点が得られている。

2006-Q記念碑碑文及び物置設置に伴う工事(Fig.14)

調査地点郡元団地E-9.F-7区

調査期間2007年3月30日

調査担当埋蔵文化財調査室中村直子

記念碑碑文地点，物置補強のための基礎部掘削に伴う立会調査を行なった。碑文(Ql)地点は25cm深まで表土の範

囲であると判断された。基礎部(02)地点も50cm深で撹乱であり，包含層に影響なく調査を終了した。

2006-R共通教育棟2号館樹木移植工事(Fig.2．28)

調査地点郡元団地J-6.K-7区

調査期間2007年3月9日

調査担当鹿児島市教育委員会岩戸孝夫
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埋蔵文化財調査室中村直子

共通教育棟2号館中庭の支障樹木(Rl地点)を共通教育棟3号館の東側(R2地点)に移植する作業に伴い，立会調査

を行なった。共通教育棟2号館中庭は，古墳時代住居跡群の密集地点に相当し，弥生時代から近現代までの通物が多
く得られている。特にRl地点の3層と4層の境界ラインと4層中から遺物が多い。R2地点は，層序がRl地点に類似
するが遺物は少なく，4層から土器片が1点のみ出土している。

Rl地点l層よりガラス製容器片(1)点.2-3層より成川式喪脚台片1点，赤色顔料塗付土器片1点，胴部片6

点，須恵器片1点，焼締陶器片1点，薩摩焼と思われる陶器の頚部片(1)点，瓦片1点，近現代染付碗口縁部片(2)
点，石2点が得られている。4層からは弥生時代裂口縁部片(1)点，脚部片3(うち1)点，成川式・笹貫式斐口縁
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んど出土しない。

5届：砂層。

2006.L

l層：撹乱。

2層：灰白色2.5Y7/1細粗砂層。脆い。わずかにシルトの混じる
個所がある。

－

GL-20m

2006．N

N1

1層：撹乱。

2層：暗灰色粗砂混じI)シルト質砂。
2006-S

SI87

1層：撹乱。

2層：灰黄褐色10YR4/2砂質シルト。0.5～1cm大のバミス混
じI)。締まり悪い。水田層。

3層：にぶい戯褐色10YR4/3砂質シルト。0.5～1cm大のパミ
ス混じI)。マンガン鵬じり。水田肘。

4層：灰黄褐色10YR4/2砂質シルト。0.5～1cm大のバミス混
じり。締ま')悪い。水田層。

S10

1層：撹乱。

2層：灰黄褐色10YR4/2シルトとにぶい競褐色10YR7/2粗細
砂層の交互層。0．5～5cm大のパミス混じI)。締ま'J良
い。fflの氾濫肘か。70cm深で陶磁器1点H1土。

3層：黒褐色10YR2/2砂質シルト。0.5～1cm大のパミス混じ
I)。締まり良い。弥生～古噛時代屑。

2006-0

01

1層：撹乱。

2層：灰色～黄褐色シルト。

3層：黙色シルト。

4届：砂届c軽石混じI)。

2006-P

P2･P3

1肘：批乱。

2届：灰褐色シルト質砂。パミス混じり。水川照。
3届：暗灰褐色シルト質砂。鉄分浸透。パミス混じI)。水Ⅱ1咽。
4層：暗灰褐色シルト簡砂。鉄分浸透。パミス混じり。水田用。
5層：灰白色シルト質砂。鉄分没透。パミス混じ)。水田届。
6層：灰黄褐色10YR4/2砂混じりシルト。
7層：灰競褐色10YR6/2粗砂。

Fig.282006-L･N．O-P-R-S土層柱状図
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Tab.2土器・陶磁器

胎土番
号

備考調整器翻部位 色調地点･層位種別
混和材多さ

翻台騰繍R7/4紬ｵﾘープ” lロクロ整形底径(4.1)碗22側6.Bl陶器

口縁胎土:白.粕:白碗32噸B2磁器

タk灰黄禍10YR'l/2.器肉：
口縁灰白10YR8/2.内:にぶい樋

Z5YR7/4

粗砂:石英.砂：

熟･白.細砂:石

英･白

2炎襲:ハケ(一)→ナデスス付藩4“､B2成川式 兜

底径3.1商台胎土:青白･柚:背白茶碗5…E11磁器

口縁総鰯蝋譜G7/1.文 口径(7.8）茶碗62噸.Ell磁器

口縁胎土:青白・紬:腎白.文様:群青茶碗72噸.Ell磁器
一

口径("）
一一－一

口縁胎土:白.粕:臼,文様:極彩色ティーカップ8”.E11磁器

口縁蕊雛胤文険報蕊灘鮮皿92噸Ell 全面に貫入,口径(223）
■一

102噸.Ell 鰯瀦鮮mI 全面に跳入底胎土:白.紬:白.ロユ黄緑

胎土2白.粕:白.文機ﾀk赤栂

商台2.5YR4/a内;赤褐25YR‘1/6.

粁

内面縦文.底従(74）井碗11秘.E11磁器

｢鹿｣の一部？｢鹿商農封防寮｣井碗口縁胎土:白.紬:汁白.文様:群青152噸.H2磁器

粗砂:石英.砂：

霊碓･石英.細

砂:川･白

2ナデ(_）上部は接合部で破拙受けにぶい黄柾lOYR7/4162噸.13焼締土器火鉢？

細砂:石英･雲1
球･伽閃石

脚柾溺YR6/6172噸SlO成川式 商坪
一一

胎今I空白.紬:明オリーブ灰

口縁5GY7/1.文嫌:蹄褐10YR3/4.

緑

草花文(ススキ）182006-12クロム青磁碗

｢鹿商農封舟繋｣井碗口縁胎土:白Mtf白.文機群粁 ｢岳」192側6K1磁器

｢寿」

｢生協｣.fMINO｣.口准

19.4.底掻11.8.器商21

ﾛ縁総鼎擁織文織明織灰20“.K2クロム青磁茶碗

美濃窯柔株式会「生協｣皿222噸.K3
社製磁器

完形胎土:白.粕:白,文雛群背

｢生協｣.FMINO｣.口侭

152.底僅5.8.器高7.‘I
美漫窯業株式会「生協｣井碗232噸.K3
社製磁器

完形胎土:白.袖:白,文様:群背

｢農学部｣.｢大学

KAG0SIMA｣.口径8．

底径4,器間54

｢農学部｣茶碗完形胎土:白.粕:白.文雛緑24“K33磁器

胎土:白.紬:白,文雛極暗禍

完形7.5YR2/3(上絵).文字:金.スタ
ン〆明赤禍5YR5/8

くずし字.1ｺ径爾.底従

30.器商5
252噸K3磁器 茶碗

、一一一

ロー底難剃慨5GY7/1.
草花文(椎).口径(15).

底径(5.4).器高6.4
262006-K3クロム青磁井碗

"2006Kゴﾐ穴’慧蕊嫌式会「“｣茶購 口縁胎士冒白冨紬:白.文様:群青 ｢生協｣.口径(88）

30鋤6-Kゴミ穴1磁器 茶碗 口緑胎土:白.紬:白 口径(7.8）

｢農学部｣.｢大学

KAGOSIMA｣.口侭

(8),底従(4).器高

(5.4）

312噸Kゴミ穴1磁器 ｢農学部｣茶碗口～底胎土:白,粕:白,文禄:緑

＝一

｢農学部｣.口径(8).庇径

(4).器商(5.4）
322噸.Kゴミ穴1磁器 ｢農学部｣茶碗口縁胎土:白.粕:白,文様録

粗砂･砂･細砂：

伽l則石･石英・

赤
口織淵熱撫YR6/3脚に印2噸.R1.4脳入来11式受 3外:ナデ(－),内:ナデ(一、）スス付軒

ﾛ騨総蹴'ffi75YR7/'l.l*j:8Ĵ'_繍蕊2外:ハケ(-)廟内:ハケ(-)-ナデ(－）
閃石･石英

512噸｡R1.4層成川式･椛批式兜

ー－さ●

粗砂･砂･細さ：

角I川禰･石英・

赤

2外:ハケ(I)-･ナデ(-).内：
ナデ(－）

522006-R1.4層成川式 鉢 口縁にぶい黄柾lOYR7/4

碗･粗砂･砂･細

砂:赤･角閃石・

石英･白
脚合繊鰯鰯溌#瀞53鋤6.R1．4屑弥生 翌 4外:ﾍﾗ(｜)→ﾅ完内:ナデ底後(66）

磯･粗砂･砂･細

砂:赤･卿閃石・

石英･白
騨台綴雛聯銭欝樋 3外:ヘラ(、)→ナデ(一)･内：

ナデ
542噸．R1.4層成川式 兜

脚台内外:に蕊い瀧糧10YR7/4*石築角閃’外:ﾅ霊肉:デ(¥-)臓径(10.1)弱….R1.4層成川式 兜

外:にぶい黄橿lOYR6刺.肉:柾

脚台5YR6/6‘内:にぶい極7.5YR7/3

に顛似

磯:白,粗砂･砂・

細砂:白･灰･石

英･卿閃石

562側6.R1.4届成川式 受 2 内外:ナデ(－）

脚台rt#katt75YR8/aWdftR灘溺驚3外:ﾍﾗ(-)一ﾂデ(-).内：
ヘラ（｜）→ナデ

白･石英･赤

572m6.R1.4脳成川式 鉢

騨鷲駕灘;餅'2願粍に購灰582<X)6.R1.4晒成川式 商坪 1外:ミガキ(一).内:ナデ(－）赤色顔料
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5920O6-R1-4吋成川式 商坪 坪＃繍鵜撫謹鞠;8粗砂:石英.角1内外:ナデ赤色顔料閃石

602噸.Rl･‘1肘成川式 商坪 脚＃淵謡燃蝋粥,g:&-&1外:ﾐｶｷ(I)赤"科
612006-RH肘成川式 商坪 脚

外:洩枇樋10YR8/3.内:褐灰

10YR6/1.顔料:にぶい赤禍

2.5YR4/4

磯:魚lⅢ石l外:ミガキ(一),内:ケズリ
(I)→ナデ(I)

赤色顔料.内面にも顔料

の術跡が2か所に認めら

れる。

622006-R1-排土捌悪器 受か壷 刷外:灰幽5Y7/1.内:l/cN5/0謝澗'砿石2外:ハケ(－1｣銅心R当外:闇然職(薄）典

632Ⅸ応-R1.2～3咽雌廉焼 土瓶？ 刑胎土:灰N4/0.*fcJ順.5Y2/1細砂:白1 内外而施軸

61諏乃.Rl･排土磁器 茶碗 口綴10YR3/3-騨騨縄 革花文

652“6.R1･排土磁器 茶碗 口線鴬鵠撫錨欝瀞擁 草花文(笹･松莱）

髄2006-R1-2～3肘磁器 茶碗 口繍撫難藤職銀縁薄紫 革花文

Tab.3ガラス瓶

出土地点販売店商品名ガラス色商さ口縫（内掻）胴径底径口形底形底面記号側面記号
（株)ｼｬﾝｿﾝ化粧アコール 濃紫色(不583.6(2.7）‘1.2×‘1．643ｽｸﾘｭー栓隅丸方形chansonl22㈹6.E11
I踊本鮪透明）

132006-E11(三共） 無色透明 25.3919.96スクリュー栓？IⅡ1形】8.N01．K

142噸.E11 無色透明5.71.2(0.5)2×215スクリュー栓方形

272(X)6.K4(!*)舟煎ポマード瀞(不透4.35.26.35.7ｽｸﾘﾕ-ftw
TANCHOCO.、

LTD:MADEIN

JAPAN

28“K‘I磯じまん(株）磯志"まん帝緑色透明 4.3x539ツイスト柿円形今もその他磯志"まん

332(噸Kゴミ穴lバｲﾛｯﾄｲﾝｷ(株）バｲﾛｯﾄｲﾝｷ無色透明5.13.2(2.6)4.9×6.242～5.6スクリュー栓艇方形6?石？

342006-Kゴミ穴lバｲﾛｯﾄｲﾝｷ(株）バｲﾛｯﾄｲﾝｷ無色透明 2.6(1.7）4.5×8.94.1～8ゴム栓挫怖円形

謁睡.Kゴミ穴1 無色透明61.2(0.7)3.4×3.42．5スクリュー栓隅丸方形文様か？

362噸.Kゴミ穴lニヅ･ベイナガクタイプｸﾘｰｰｰ青色透明8.92.5(1)3.6×5．53～5スクリュー栓仏方形、

372006-Kゴミ穴l甑餓麦涜(株）キリンビール茶色透明×× 7･5 6.2（王冠）円形T

382006-Kゴミ穴l飢麟麦酒(株）キリンビール茶色透明x×(7.3)(5.7)(王冠;)PI形

60“・PILOT

MADEIN

JAPAN.5

I〕ILOTMADE

INJAPAN3印cc

キリンビール登

録H商標.<g633cc

壁録H商標

鋤2006.Kゴﾐ穴l瀞醗溌卿術畔デー ﾘｲ蕊“卿××牛乳
5.7 43紙藍I】I形A/S-aH200cc､12

･102噸Kゴミ穴l愛知ﾄﾏﾄ(株）トマトケチャップ無色透明23.52.6(1.7)6.56.5王冠キャップ八刈形

AICHI

TOMATOCO

調.③

ざ11

‘12

2(X)6-Kゴﾐ穴2蝋本鰯農鵬岡耐i;体デーﾘｲ黒色“14’1"3）諭4.6%mI')形・牛乳

2006Kゴﾐ穴2禰蕊愚化成純氷醗酸瀞織Vl&W18.92.5(1.7)7.46.6ｽｸﾘﾕ-ft¥mt.7

･13“.Kゴミ穴2バｲﾛｯﾄｲﾝｷ(株）アベックｲﾝｷ無色透明 35×“3.1～‘lスクリュー栓腿方形、47

442006-Kゴﾐ穴̂;静食品工灘こしょう崇幽遊珊8.51.9(1.3)2.6×4.52.3~3.7ｽｸﾘﾕー撞縫柵円形ﾊｳｽ“
･崎2伽6.Kゴミ穴3(株)街生数HAlRTONIC茶色透明13.41.8(1.2)3.1x5.32.4～41スクリュー栓災方形“4

､172噸.Kゴミ穴3

67“､Rl

無色透明12.41.8(0.5)3.3×6.82.6～5.1スクリュー栓幾桁円形Y､25

無色透lﾘ]9.23.9(3.1)4.1～5.43.5～4.5ｽｸﾘｭー 栓レモン形才

白色(不透3．5（5.6)(7.6)(5.1)スクリュー栓方形KNK
明）

51

一.今.Y､-2

2帥cc,23

3kc,PILOT

MADEIN

JAPAN
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部片1点，胴部片19点，一条突帯・絡縄突帯4点，脚部片5(うち4)点，成川式鉢口縁部片1点，脚3点，成川式

壷の刻目突帯1点，底部片1点，高坪の坪部片2（うち1)点，脚部片5(うち3)点，赤色顔料塗付胴部片9点，器

種不明胴部片93点，石・石材が4点得られている。

また.Rl地点廃土中より成川式高坪(赤色顔料塗付)1点，胴部片3点，大喪か壷と思われる須恵器肩部片(1)点，

胴部片1点，近現代染付湯飲み茶碗（2）点，石1点が得られている。同地点周辺より成川式胴部片1点が採集され

ている。

R2地点では，成川式胴部片1点，内面の焼けた焼締土器が1点得られている。

以上のうち，（）内の点数を図化した(Fig.29)o

50は弥生時代中期前半新段階の入来Ⅱ式斐の口縁部，53は同時期の喪の底部ではないかと思われる。51は成川式

(笹貫式)の口縁部片であり，54～56が同底部と考えられるo52は鉢形土器の口縁部片で.57が同底部と考えられる。

58～61は成川式の高坪である。

62は須恵器喪か壷の頚部付近資料である。

63は薩摩焼の肩部である。

64～66は近現代磁器で，湯のみ茶碗である。笹の葉のような草花文がなどが施される。

67は，高さ3.5cmほどの低い肩の張った白色ガラスの容器である。側面を面取りしている。外底面には.TKNK｣の

英大文字が陽刻されている。一見したところ，化粧品の瓶ではないかと考えられるが，不明の容器である。

2006-S環境バイオ研究棟等改修施設整備等事業(農学部1号館配管工事)(Fig.14．28）

調査地点郡元団地D･E-5区

調査期間2007年3月20.28.30日，4月4．9日

調査担当鹿児島市教育委員会佐々木幸男・岩戸孝夫

埋蔵文化財調査室新里貴之

農学部1号館中庭に，消火管・ガス管・給排水管の配管工事に伴う立会調査を行なった。ガス・消火管部のA-B

地点は75cm深で撹乱．C-A地点は70cm深で撹乱であった。給排水管部は近世～近代の水田跡が確認された。

農学部1号館北側の給排水管部A地点は90cm深まで撹乱であり,B地点では近世の河川砂層と水田層，弥生～古墳

時代の包含層が確認されています。

SIO地点2層（河川砂層)より近現代のクロム青磁碗1点が得られており，外面に上絵でススキ様の文様が描かれる

(Fig.24-18)o

2006-T工学部埋設消火管漏水修繕工事(Fig.2)

調査地点郡元団地H-ll区

調査期間2007年3月29日

調査担当埋蔵文化財調査室中村直子

工学部情報工学科で消火管が漏水しているとの連絡を受け，緊急に調査室で立会調査を行なった。Tl地点は1.2m

深,T2地点は1m深まで撹乱層であった。漏水個所は見当たらず，埋め戻して調査を終了した。

まとめ

2006(平成18)年度の立会調査は，農学部域が多かった(2006-E・Kなど)。本地域は近世から近代の水田跡が検出

されており．遺物も小破片である。しかし，鹿児島高等農林学校時代からの伝統のある遺物が，ゴミ穴に多く残され

ていた。これらは，茶碗・井・碗・皿などの食器類が多いが，ほかにも薬品瓶，化粧品（男女)，インク瓶，タイプ

ライターのクリーナー，写真用停止液．調味料．ビール，食品の包装紙なども得られている。今回の遺物の大半が雁

和30年から昭和40年代に相当するものである。出土した位置からすると，鹿児島高等農林学校の学生寮のあった農学

部2号館南側付近で，同時代のゴミ穴から鹿児島高等農林学校と鹿児島大学時代の遺物が出土し，それより西の焼酎

学講座棟や南側の農学部1号館中庭では，鹿児島大学時代の遺物が主体として得られ，徐々にゴミ捨て場の位置が拡

散していく様子が読み取れる。しかしながら，遺物の大半である食器類をこれも多くは性格を明らかにし得ない。こ．

〈近年であってもメーカーにはその資料が存在していないことも多かった。ほかにも，鹿児島高等農林学校の学生寮

52



Hi立会柵査

の碗・皿などは，当然ながら現在の鹿児島大学にしか出土しない近代教育施設の遺物として重要であろう。今回は．

現在でも失われつつある近現代の情報を後世に残す意味で，遺物の紹介を試みた。

また，共通教育棟の中庭地点(2006-R)は，古墳時代の住居跡群が検出される地点に相当し，極めて多くの遺物が

認められた。本地点の工事には，埋蔵文化財に対する慎重な対応が必要であろう。

Tab.4現代遺物の編年

鹿児烏大学

鹿児脚胤林

専iiﾘ学校

鹿児島商等

農林学校
鹿児島商等展林
','/l")学校

廃止廃止

符号 地点 遺物
鹿児局大学 10周年
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11ニツコー株式会社|糊磁器事業部よりご教示をいただいた。同社は戦前に釜山に本社を移設したことや，戦後，石川県の工

場の火災などで古い溌料が失われているという。

2)株式会社シャンソン化粧品本社営業部よりご教示いただいた。

3)美濃窯業株式会社プラント部にご教示いただいた。ほかにも同社にご寄贈いただいた，美濃窯業株式会社2002『美濃窯業

社史-1918～200283年の歩み』，同2006『美濃窯業製陶株式会社社史-1919～200283年の歩みjを参考にした。

4)株式会社マンダム広報IR室よりご教示いただいた。

5)磯じまん株式会社よりご教示いただいた。

6)株式会社パイロットコーポレーション九州支社よりご教示いただいた。同社より写しの一部をいただいた『パイロットタイ

ムス:i926～1963年版にも拠っている。

7)キリンビールお客様センターよりご教示いただいた。

8)南日本酪農協同株式会社営業企画部よりご教示いただいた。

9)ホームページ｢漂流牛乳(http://www・citymilk.nei/indt'x.him)｣管理人より多くの情報をご教示いただいた。

10)カゴメ株式会社東京本社GSR推進室お客様相談センターよりご教示いただいた。

11株式会社エヌ・エヌ・シー大阪(本社：福岡)よりご教示いただいた。

12)ハウス食品株式会社お客様相談センターよりご教示いただいた。

13)株式会社資生堂企業文化部企業資料館Gよりご教示いただいた。

14)丸美屋食品工業株式会社広報宣伝室よりご教示いただいた。同製品は.1961年(昭和139)年2月には｢エイトマンシール｣を

封入したパッケージとなり．1966（昭和141)年まで発売された。
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Ⅲ立会調査
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Ⅲ立会柵在
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Ⅲ立会捌査
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Ⅲ立会洲従
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Ⅲ立会調査
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IV il'l蹄，必IIJJ会 ＼＇ ’！脊理作窯

IV 辿跡説明会
2006-2 農学部1号節改修r:Jfに伴う発掘調1tに伴い．調究中の2006年8月12nに一般市民向けの辿跡説明会を1片l

rmした。調究室では近世以降の辿物と辿構で説明会をIJr-lfll¥するのは初めての試みであった。一般市民ほか関係者50
名内外の参加があり ．特に.!II£ 児島翡等農林呼：校時代の辿物尻1;に社・・IIが集ま った。

PL.24 辿跡見学会の様千

v 整理作業
郡元1.J-1地Q-10区教育学部附属中学校敷地内追跡の辿物洗浄 ．接合 ・‘如Jllj・トレース作業とともに 1963年に河11

貞徳氏によって調査された遺物の洗浄・接合・ 測を行なった

郡元l・JI地K・L-5・61-X:中央図，り館建設に,rう発掘調1i:で出 I・.した辿物のうち．未報化であった包含／悦出土辿物の実
測 ・トレース作業を行なった。
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Ⅵ刊行物

Ⅵ刊行物

鹿児島大学埋蔵文化財調査室調査報告書第3集(郡元団地Q-10区，郡元団地,K-L-5-6区)と，鹿児島大学埋蔵文化財

調査室年報21を刊行した。

塑哩品大学迩璽化ul貫市譲訂奄報簡晦窮邪飯

鹿 児島大学構内遺跡

郡元団地a-io区

平成17年度『教育学部附隅'I'学校敷地内通路』大学凹述施縦
内危険節所指定に側する附'11敷地内保存住居剛め廓しに伴
う棚澗禰

郡元団地K-U-5-6区

平成5．7年度中央閃杏跡畑壌地C～E地点包含肘1M土逓物

PL.25報告書

20(17年3月

鹿児朋大学埋職文化財湖査堵

60

鹿児島大学埋蔵文化財調査室年報

21

PL.26年報

平成17年度

鹿児島大学埋蔵文化財洲在室

2007年3月



鹿児烏大学埋蔵文化財調査室委貝会規則

鹿児島大学埋蔵文化財調査委員会規則

(趣旨）

第1条この規則は，国立大学法人鹿児島大学常置委員会規則（平成16年4月1日制定)第3条第3項に基づき，国

立大学法人鹿児島大学埋蔵文化財調査委員会(以下｢委員会｣という）に関し，必要な事項を定める。

(組織）

第2条委員会は，次に掲げる委員をもって組織する。

(1)鹿児島大学埋蔵文化財調査室長（以下「調査室長｣という)o

（2）各学部の教授，准教授又は講師のうちから選出された者各1名。

2前項第2号の委員の任期は，2年とし．再任を妨げない。ただし．委員に欠員を生じた場合の補欠の委員

の任期は．前任者の残任期間とする（審議事項)。

第3条委員会は，次に掲げる事項について審議する。

(1)調査実施計画に関すること。

（2）埋蔵文化財調査室の予算に関すること。

（3）その他埋蔵文化財の業務に関すること。

(委員長）

第4条委員会に委員長を置き，第2条第1項第1号をもって充てる。

2委員長は，委員会を招集し，その議長となる。

3委員長に事故があるときは，委員長があらかじめ指名した委員がその職務を代行する。

(議事）

第5条委員長は，委員の過半数の出席をもって成立し、議事は．出席委員の過半数をもって決し．可否同数の場

合は，議長の決するところによる。

(委員以外の者の出席）

第6条委員会が必要と認めるときは，委員以外の者を出席させ，意見を聴くことができる。

(事務）

第7条委員会に関する事務は，施設部企画課において処理する。

(雑則）

第8条この規則に定めるもののほか委員会の運営に関し必要な事項は，委員会が別に定める。

附則

lこの規則は，平成16年4月1日から施行する。

鹿児島大学埋蔵文化財調査室規則

(趣旨）

第1条この規則は，鹿児島大学学則（平成16年4月1日制定)第7条第2項の規定に基づき，鹿児島大学埋蔵文化

財調査室（以下｢調査室｣という）に関し，必要な事項を定める。

(目的）

第2条調査室は，鹿児島大学(以下「本学｣という)の埋蔵文化財の調査に関する業務を行い，本学内に存在する埋
蔵文化財の保護対策を講ずることを目的とする。

(業務）

第3条

(1)

（2）

（3）

（4）

調査室は，次の業務を行う。

調査実施計画の立案

発掘調査，分布調査および確認調査

調査報告書の作成

その他必要な事項
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鹿児島大学埋蔵文化財調査室規則

(職員）

第4条調査室に，次の職員を置く。

(1)調査室長（以下，「室長｣という）

（2）主任

（3）その他必要な職員

第5条室長は，本学の考古学に関連する教員の中から国立大学法人鹿児島大学学内共同研究施設等人事委員会（以

下「委員会｣という)が推薦し、学長が選考する。

2室長は，調査室の業務を掌理する。

3室長の任期は2年とし，再任を妨げない。

4室長に欠員を生じた場合の補欠の室長の任期は，前任者の残任期間とする。

(主任等）

第6条主任は，調査室の職員の中から，特に埋蔵文化財に関する専門知識を有する者を委員会が推薦し，学長が

2

3

(事務）

第7条

(雑則）

第8条

附則

1

2

選考する。

主任は，室長の命を受けて調査室の業務を処理する。

職員は，調査室の業務に従事する。

調査室に関する事務は，施設部企画課において処理する。

この規則に定めるもののほか，調査室に関し必要な事項は，別に定める。

この規則は，平成16年4月1日から施行する。

この規則施行後，最初の室長は学長が指名した者をこの規則により選考したものとみなす。

鹿児島大学埋蔵文化財調査委員会(平成19年4月1日現在）

委員長

委員

新田栄治(埋蔵文化財調査室室長）

本田道輝(法文学部）

日隈正守(教育学部）

稲田浩一(理学部）

築瀬誠（医学部）

山崎要一（歯学部）

筒井俊雄(工学部）

南雄二(農学部）

佐野正昭(水産学部）

山崎要一（大学院医歯学総合研究科）

鹿児島大学埋蔵文化財調査室(平成19年4月1日現在）

室長（併）

主任

技術補佐員

法文学部教授

准教授

助教

新田栄治

中村直子

新里貴之

篠原美智子

福永美保子
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Ⅶ2㈹7(平成19年度)の事業概要

Ⅶ2007(平成19年度)の事業概要

2007(平成19)年度は，発掘調査3件，試掘調査1件，立会調査20件を実施した(Tab.5)。

その他，発掘調査に伴う遺跡説明会は1件，発掘調査期間中の体験発掘の受け入れ4件を実施した。また，整理作

業6件，公開講座を1件実施している。年度末まで発掘調査が行われたため，刊行物の発行はできなかった。

発掘調査の概略は以下のとおりである。なお。2007-3の試掘調査に関しては，調査主体が鹿児島市教育委員会であ

る。立会調査の詳細に関しては，Ⅱ章以下に記す。

Tab.52007(平成19)年度事業一覧

ﾘ薬 担当肴 備考

新和技術コンサルタント

国際航業

国際航難

発掘捌従 新1I1

中村

新m-中村

試掘調従2㈹7-3桜:B-3 PETセンター述投に伴う試掘調査 2007.11.12～16市立部 新型

立会調従 郡:C－7

邪:K･L-8～10

桜:F～M-8～10

:l-12

郡:C･D､7

桜:，｡E-7.8

郡:H･1.9

郡:¥A～6

郡:I今11

桜:H－3．4

l:G-6

郡:C－7．8

桜:K4

郡:F～06～11

邪:A～E4～6

郡:N-8.10

郡:j-ll

邪:H－ll

郡:B･C4～6

郡:E･F､6.7

農学部3号館土木工小

研究棟新営工耶

桜ケII:支障配祷群工事

工学部消火笹:iM水修繕工リド

環境バイオ研究棟等回収施投整備'1雌に伴う↑“（
土木1:邪

桜ケ脈駐車甥･スロープ設|"工邪

工学部ガス漏れ修繕工耶

共通教育棟樹木移殖エリI

工学部ガス柵れ修繕工耶

桜ケ庇駐車場吸地地盤調従

桜ケ侃柵掃貝控え室新燃l刈1

農学部3号館給排水配管｣那

桜ケ丘保育施投述設に伴う地醗調査

郡元ガス管改修r.リド

農学部インフラ骸備工事

運動場水漏れ修繕工班

工学部プレハブ‘没間新築工リド

エ学部機械工学科1号棟聯空調整備r.m

農学部環境バイオ研究棟迩父;i:-$

農学部2号館改修･ｲﾝﾌﾗ盤備エリI

市;立部･佐々木

市:佐々 木

Wj:佐々 木

IlI村

市;立部

新jM

市;佐々木

市;佐々木

新1M

市;佐々 木

市:児之原

市;佐々木

;it

市;佐々 木･児之原･立部

市;佐々木･児之原

中村

ili:児之原

新ji1

市;岩戸

市;器戸

Ａ
Ｂ
Ｄ
Ｅ
Ｆ
Ｇ
Ｈ
Ｉ
Ｊ
Ｋ
Ｌ
Ｍ
Ｎ
Ｏ
Ｐ
Ｑ
Ｒ
Ｖ
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７
７
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一
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寺

如
如
如
如
如
如
如
如
如
如
姻
姻
如
如
如
如
如
如
如
抑

中村

中村

新里･中村

(緊急）

中村

2㈹7.6.28,83

2伽7.6.4.13.21

2帥7.5.11,7.23.25～27

2側7.4.8

2Ⅸ)7.7.12

2(n7.5.8

2㈹7.95.19

2㈹7.7.4

2側7.5.7

2側7.7.9.10.88

2帥79.25

2㈹7.10.10

2㈹78.28.309.3.6

2007.12.7.19．20.25～

28,鍬賜.1.7

2㈹7.10.17.18

2㈹7,10,30

2㈹7.12,14

2Ⅸ)82.4

2噸.3.25

2頓)8325,4.2.15

中付

中村

(緊急）

新里

新里

中村

新里･中村

中村･新里

(緊急）

新里

中付

中村･新蝋･寒川

逝跡魂lﾘI会2(X)7.2 共通牧育棟改修I郡に伴う発掘調在iQ跡税Iﾘl会2007.12.15 中村 鹿大院生

体験発掘 ２
Ｊ
２
２

７
７
７
７

ｍ
抑
如
如

小中学生(共通教脊棟2号館）

鹿大学生〈中央診縦棟）

鹿女蝿学生(共iffi教育棟2り･館）

鹿大学生(共通教if棟2号航）

中村

新眼

中村

中付

２
１

１
０
２
３

ワ
一
，
－
，
》
ｎ
い

（
芯
〔
Ｊ
○
Ｊ
１
幸

《
』
７
７
７

㈹
㈹
㈹
㈹

２
２
２
２

｢鹿大キャンパスで遺跡を探る－土器やｲi器をさわつ2007.10.20･27中村･新里てみよう－」
公開識服(2007-2)

整理作業 BtQ-10

郡:Q-10

郡:K-L-5．6

桜:E～G-8～10

郡:l-J-5-6

郡:C､6

幼稚間弁建設に伴う発掘調従出土品

農学部PFI邪業関係発掘洲先出土砧

文系総合研究棟述投に伴う発掘調企出t品

桜ケ丘団地中央抄擦棟新憐その他エリIに伴う発掘
調査出土品

共通教育棟改修エリIに伴う発掘調炎出土品

南九州地区軽棚馬医擦体制整備事紫に伴う発掘
調交出土品

l”5-1

2(X)54．

2(X応-2.

2噸4

1”9.1

2㈹7.1

2㈹7.2

2(X)7-4

接合･実測･トレース

注i肥･接合･実測

注i化

洗浄･注記

洗浄

洗浄･注記
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Ⅶ2㈹7(平成19年度)の事業概要

2007-1中央診療棟新営その他工事に伴う発掘調査

調査地点医学部駐車場・周辺道路(桜ケ丘団地E～G-8～10区）

調査期間平成19年6月8日～11月2日

調査担当埋蔵文化財調査室新里貴之

桜ケ丘団地内において,中央診療棟建設その他工事の予定された駐車場と周辺道路約3000㎡の発掘調査を行なった。調

査の結果,後期旧石器時代から縄文時代草創期では,炭の集中地区・破砕磯集中地区などが確認され,遺物では細石刃・

チップ･フレイク・スクレーパー・石錐・砥石などが出土した。縄文時代早期前半では無数の層位横転箇所が確認されたほか．

前平式を主体に加栗山式・石坂式がわずかに出土した。ほかにも砥石・石皿･石斧・敵石などが出土している。また,縄文時

代晩期から弥生時代中期前半では,土坑群・ビｯﾄ群・溝跡などが確認された。遺物は縄文時代晩期の黒川式,弥生時代前

期土器,石器群が土坑内に廃棄された状況が注目された。近現代では桜ケ丘団地造成前の畑跡やイモ穴などの遺椛が確認さ

れた。

2007-2共通教育棟改修工事に伴う発掘調査

調査地点共通教育棟2号館東側(郡元団地I-J-5-6区）

調査期間平成19年7月12日～平成20年2月22日

調査担当埋蔵文化財調査室中村直子

共通教育棟2号館の改修工事に伴い約1030㎡の発掘調査を行なった。調査の結果,縄文時代中期では炉跡が検出され．

周辺からは春日式土器や深浦式土器が出土している。弥生時代中期では,環濠が検出され,集落の区画であったと考えられ

る。古墳時代中・後期では,密集した切り合い関係を持つ住居跡群や溝跡が検出されている。粟玉などの微細遺物や,イノシ

シの下顎骨,米や麦の炭化物,小貝類などが採取されている。この時代の遺物のほとんどは笹貫式土器だが,石器では,打製

石斧・石庖丁・石錐(打製・磨製)・砥石・台石などが出土した。その他にも皮袋形瓶の破片や平瓶などの須恵器や,金銅製

の金具,滑石製玉類,ガラス小玉,水晶製切子玉などの希少な遺物も出土した。近世から近代では,水田跡層が検出された。

2007-3PETセンター建設予定地における試掘調査

調査地点医学部雑木林(桜ケ丘団地A'B-2～4区）

調査期間平成19年11月12日～16日

調査担当鹿児島市教育委員会立部剛

埋蔵文化財調査室新里貴之

桜ケ丘団地の雑木林地区にPETセンター誘致の計画があり，その予定地2550㎡における試掘調査を行なった。試

掘面積は12㎡である。この大学敷地は，周知の遺跡の範囲外にある遺跡隣接地であることから，鹿児島市教育委員会

が調査主体となり，鹿児島大学埋蔵文化財調査室も協力して調査を行なった。試掘深度は2mであるため，調査結果

確認された包含層は，縄文時代早期，アカホヤテフラの二次堆積土，桜ケ丘団地造成前の旧耕作土であった。縄文時

代早期では，黒曜石製の打製石錐とフレイク，桜ケ丘団地内では出土の珍しい押型文土器などが出土した。縄文時代

晩期～弥生時代の遺物では，弥生時代前期の土器などが得られている。桜ケ丘団地造成前の旧耕作土からは，中世の

青磁高台破片と敵石が出土した。正式報告は鹿児島市教育委員会によってなされる。

2007-4南九州地区軽種馬医療体制整備事業に伴う発掘調査

調査地点農学部駐車場(郡元団地B-7区）

調査期間平成19年12月18日～3月31日

調査担当埋蔵文化財調査室新里貴之・中村直子

農学部焼酎学講座棟の北側の駐車場において，軽種馬診療棟建設が予定された約350㎡を発掘調査した。調査の結

果，中世の大規模な河川跡，近世から近代にかけての水田跡・河川氾濫跡，近現代の鹿児島高等農林学校時代～鹿児

島大学時代にいたる建物跡などが確認された。水田層では畦や足跡・鋤跡などが検出されている。同地点は，河川埋

没後，低湿地を利用して水田跡を作り続けるが，何度も河川の氾濫によって作り直したものと考えられ,2mほどの

厚さで水田跡が確認されている。出土遺物は陶磁器類がほとんどで，小破片になったものが多い。郡元地域の近1ル・

近代農業を考える上で重要な地点である。正式報告書は2009年度に刊行予定である。
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Ⅷ立会i淵査

Ⅷ立会調査

2007(平成19)年度は，桜ケ丘・郡元団地内の立会調査20件を実施した。

育委員会が担当することになっているが，ガス漏れや漏水などの緊急時や，

蔵文化財調査室単独で調査を行なっている。以下にその概要を記す。

国立大学法人化以後，調査は鹿児島市教

双方の日程の都合のつかない場合は，埋
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Fig.322007-A-F-M-P．w-x地点配置(3=1/2.000)

2007-A農学部3号館土木工事(Fig.32)

調査地点郡元団地C-7区

調査期間2007年6月28日，8月3日

調査担当鹿児島市教育委員会立部剛・佐々木幸男

埋蔵文化財調査室中村直子

農学部3号館北側において，エレベーター設置のため，基礎部

分の立会調査を行なった。掘削したところ．地表下60cm深で東

西方向に延びる配管が検出された。掘削はさらに50cm下方まで

の予定であったが，配管の存在や建物基礎が掘削予定範囲まで張

り出してお';.撹乱されている可能性が高いことから，埋蔵文化

財への影響はほとんどないと判断され，調査を終了した。遺物な

どは得られていない。

o○○○○○C

’掘石Ro卜2

割ョ8もE子二壱
050m

I－－－－－－l2007-B研究棟新営工事(Fig.33．34)

調査地点郡元団地K･L-8～10区

調査期間2007年6月4．13-21日

調査担当鹿児島市教育委員会佐々木幸男

埋蔵文化財調査室中村直子

Fig.332007-B地点配置(3=1/2,000)
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Ⅷ立会捌査

共通教育棟4号館の南側にプレハブ2階建ての研究棟を新営する予定があり，設置位置と配管部の立会調査を行

なった。調査位置のうち,Bl-3地点は，地表下45cm深で撹乱であった。B2．5．7～10-15～18地点では河川氾

濫層と，弥生～古墳時代の遺物包含層と考えられる黒色シルト層を確認したが，2層は北側地点が砂質で南側地点が

シルト質になる傾向があった。遺物はBIO地点で黒色シルト層から成川式土器と思われる蕊の脚台が出土し，これを

図化した(Fig.36-68)o

GLOm

GL-0.5m

B15B16B7B18
B17 5

B8

B13B6 BIO
B9

GL-1.0mB5

B7

1層：撹乱。

2牌：明黄灰色粗砂混じり砂。縞状

の堆穣。河川氾濫原？

3層：明灰褐色細砂。粗砂ブロック

含む。マンガン浸透。河川氾

濫原？

B18

1層：撹乱。

2層：シルト質砂。
B13

1層：批乱。

2層：明灰褐色粗砂～シルト質砂。

粗砂ブロックを含む。

B6

1層：批乱。

2層：茶褐色粗砂。

B5

1層：撹乱。

2層：明蹴褐色シルト質砂。

3層：黒色砂質シルト。
B17

1層：撹乱。

2層：明灰褐色シルト質砂。
3層：明黄灰色シルト質砂。

5b層：無色シルト。

B15

1層：撹乱。

2脳：明黄灰色シルト質砂。

3層：黒色シルト。

B16

1層：撹乱。

2脳：明灰褐色シルト質砂。

3層：暗灰褐色シルト質砂。黄

色パミス混じり（多)。
4肘：灰褐色シルト質砂。

B8

1届：撹乱。

2層：暗黄灰色砂質シルト。
3層：明黄灰色砂質シルト。

4肘：灰褐色砂質シルト。

5層：黒褐色シルト。

B9

1用：撹乱。

2肘：粗砂。

B10

1層：撹乱。

2肘：明灰褐色シルト質砂。

3層：暗灰褐色シルト質砂。黄

色パミス混じり（多)。
4層：灰褐色シルト質砂。

5bfef:黒色シルト。土器出土。

B12

1層：撹乱。

2届：明灰褐色シルト質砂。

3層：暗灰褐色シルト質砂。黄

色パミス混じり（多)。

4層：灰褐色シルト質砂。

5aM:灰白色細砂,5b層土が

ブロック状に混じる。

5b層：黒色シルト。

6層：茶褐色粗砂。

B2

1層：撹乱。

2層：にぶい菰褐色10YR5/3を

基調とする粗砂混じりシ

ルト質砂。河川氾濫原？

3府：黒色10YR2/1シルト。上

部はやや褐色。

GLOm

GL~0.5m

B2

GL-1.0m

B12

Fig.342007-B土層柱状図

2007-D桜ケ丘支障配管等工事(Fig.31．35)

調査地点桜ケ丘団地F～M-8～10区

調査期間2006年5月11日,7月23-25～27日

調査担当鹿児島市教育委員会佐々木幸男

埋蔵文化財調査室新里貴之・中村直子

桜ケ丘団地内の広範囲において，ガス管の引き込み及び支障ガス管の移設に伴い，立会調査を行なった。これらの

道路地区では包含層有無のデータがあまりなく，試掘を行なった後，調査範囲を確定して後日立会調査を行うことと

なった。結果，試掘地点のDl地点では地表下80cm深で桜ケ丘団地基盤のATテフラが検出された。D2では80cm深’

D7は90cm深.D8は75cm深までそれぞれが撹乱されていた。比較的土層の残りは良好であったのはD3地点で，アカ

ホヤテフラ二次堆積土と縄文時代早期層が確認されている。D4地点は35cmで,D5も65cm深で，同様にサツマテフ
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1

1
1

1

6

4

D4

66
8

5

D1
6

D9
D3 D5

GLOm

5
1

4

5

6 GL-0.5m

G2

Gl

GL-1.0m

l層：撹乱◎

2層：旧耕作土。2層：旧耕作土。中世～桜ケ丘団地造成前。

3層：黒色10YR1.7/1シルト。黒ボク土。劇3層：黒色10YR1.7/1シルト。黒ボク土。縄文時代晩期～古墳
時代前期。

4層：暗褐色10YR3/3シルト質砂。アカホヤテフラ二次堆積
土。1cm火以下の軽石混じI)。

5届：黒褐色10YR2/2シルト質砂。3cm大以下の軽石混じIL
縄文時代早期層。

6層：サツマテフラ。

7層：チョコ層。後期旧石器時代～縄文時代草創期。
8層:ATテフラ。

Fig.352006-D｡G-K-N土層柱状図

Ⅷ立会調礎
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Ⅷ立会調査
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Ⅷ立会調炎

ラが検出され，桜ケ丘団地のサッマテフラは厚さ140cm程度あるので，遺物包含層への影響はほとんどないと考えら

れた。

後日行われたD9地点では地表下75cm深で,D10地点では113cm深でそれぞれサツマテフラが検出された。Dll地点

は西側に黒ボク土，東側にアカホヤテフラ二次堆積土が検出された。Dll地点では，東から西にむかって5か所を確

認調査したが，最も東側のDll地点で旧耕作土(桜ケ丘団地造成前)と縄文時代晩期～古墳時代前期の黒ボク土．最も

西側のD15地点ではサツマテフラのみが検出されたことから，同地点の旧地形が現地形と同様に，東から西へと高く

なっていく様相が確認された。Dll地点排土中より，刻目突帯文土器，弥生時代前期翌，加飾文壷，沈線文壷，弥生

時代中期壷，弥生時代終末期～古墳時代蕊．須恵器片．薩摩焼(加治木・姶良系)小JUL．薩摩焼，磁器小杯，打製石

斧，多数の土器胴部片などが出土した。そのうち，内面に突帯状の張1)出しのある弥生時代中期壷1点，打製石斧1

点を図化した（Fig.36-69.70)。

70は，安山岩製打製石斧と考えられるもので，上下端は破損している。両サイドが調整されている。

2007-E工学部消火管漏水修繕工事(Fig.30．37)

調査地点郡元団地.1-12区

調査期間2007年4月8日

調査担当埋蔵文化財調査室中村直子

工学部において，消火管の漏水個所を緊急に立会調査することになり，鹿児島市教育委員会と協議のうえ，埋蔵文

化財調査室単独で調査にあたった。配管既掘部の壁にプライマリーな層を確認したが，既掘部のみを掘削することに

なり，調査を終了した。遺物は得られていない。

2007-F環境バイオ研究棟等改修施設整備等事業に伴う電気土木工事(Fig.32．37)

調査地点郡元団地C-D-7区

調査期間2007年7月12日

調査担当鹿児島市教育委員会立部剛

埋蔵文化財調査室中村直子

農学部3号館の電気配管設世に伴い立会調査を行なった。5か所を確認したが.Fl-5地点は地表下120cm深で撹

乱であった。残りの地点は，全て90cm深以内で撹乱であった。遺物は得られていない。

2007-G桜ケ丘駐車場・スロープ設世工事(Fig.31．35)

調査地点桜ケ丘団地D-E-7-8区

調査期間2007年5月8日

調査担当埋蔵文化財調査室新里貴之

桜ヶ丘団地の2箇所の駐車場が中央診療棟の建設地となり，教職員の駐車場が不足することから．臨時的に駐車

場と駐車場にいたるスロープ部分の設置が行なわれ，立会調査が行なわれた。G3地点は地表下30cm深で撹乱であっ

た。Gl-2地点は，工事連絡を受けた際には既にスロープ部が掘削されており，一部に縄文時代早期層やアカホヤテ

フラ二次堆積層が確認された。この2か所の土層の観察からは，西から東へ傾斜する，現地形と同様の旧地形を想定

することができる。スロープ駐車場部分は地表下30cmで撹乱であった。

2007-H工学部ガス漏れ修繕工事(Fig.30)

調査地点郡元団地H･1-9区

調査期間2007年9月5．19日

調査担当鹿児島市教育委員会佐々木幸男

埋蔵文化財調査室中村直子

工学部電気・電子工学科棟の南北において．ガス漏れ修繕のための立会調査が行われた。南側(HI)地点，北側地点
(H2地点)ともに地表下80cm深で撹乱であった。遺物は得られていない。
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Ⅷ立会調森

GLOm

GL-0.5m13

Q2

Ql

V2

GL、1.0m

F2

Ml

F3

E

W4

M1

1肘：撹乱。

2吋：砂。河川埋土？

Ql

1用：撹乱。

2肘：明茶褐色砂質シルト。

3膳：黒色砂質シルト。土器出土。

4聯：砂。

Q2

1用：撹乱。

2肘：黒色砂質シルト。
W4

V 2，0．

GL-1.5mE

l層：撹乱。

2届：黄褐色砂質シルト。

3肘：褐灰色砂質シルト。
F2

1層：撹乱。

2層：明灰褐色砂質シルト。

3層：茶褐色粗砂c

F3

1層：撹乱。

2価：明灰褐色砂質シルト。

3層：黒色シルト混じり粗砂。

4層：茶褐色粗砂。

13

1層：批乱。

2届：明灰褐色シルト。

GLOm

GL-2.0m
W2

l肘：撹乱。
l肘：撹乱。

2層：粗砂。河川跡。
2吋：明灰褐色砂。

W2
3肘：灰褐色シルト鷺細砂。

l肘：撹乱。
4肘：黄褐色シルト間砂。

2層：灰褐色～黄色粗細砂。

GL●0.5m

２
狸 X9

X2

1層：撹乱。

2屑：灰黄褐色10YR4/2砂質シルトベースに，褐色7.5YR4/6砂質シルト、

極暗褐色7.5YR2/3砂質ブロックを含む。0.5～1cm大のパミス混じり。締まり良い(．
X9

1局：撹乱。

2層：灰褐色砂衡シルト。水Ⅲ肘。

GL､1.0m

Fig.372007-E-F-I-M-Q．v-w-x土層柱状図

2007-1共通教育棟樹木移植工事(Fig.30．37)

調査地点郡元団地J-4～6区

調査期間2007年7月4日

調査担当鹿児島市教育委員会佐々木幸男

埋蔵文化財調査室中村直子

共通教育棟1号館の南側と西側において，掲示板移動先の掘削と移動樹木の掘削に伴う立会調査が行われた。掲示

板移動先は.II．2地点ともに，地表下45cm深で撹乱であった。18本の移動樹木地点(13)は，約50cm深程度の掘削

となったが，西側は表土が浅く,15cm深で水田層らしき土層を確認，東側は撹乱層であった。遺物は得られていな

い。

2007-J工学部ガス漏れ修繕工事(Fig.30)

調査地点郡元団地.1-11区

調査期間2007年5月7日

調査担当埋蔵文化財調査室新里貴之
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Ⅷ立会淵査

ガス漏れのための緊急工事のため，調査室が急迩，立会調査を行うこととなった。調査地点は建築学科棟の北側

で，地表下45cm深まで撹乱であった。遺物は得られていない。

2007-K桜ケ丘駐車場敷地地盤調査(Fig.31．35)

調査地点桜ケ丘団地H-3.4区

調査期間2007年7月9．10日.8月8日

調査担当鹿児島市教育委員会佐々木幸男

埋蔵文化財調査室新里貴之

桜ケ丘団地の中央診療棟等を建築するに伴い，駐車場が著しく減少することになった。このことから，立体駐車

場の設置を検討するため．桜ケ丘南側駐車場の地盤調査に伴い，立会調査を実施することとなった。平板載荷試験

地点Kl・K2地点ともに地表下1m深までATテフラであった。ボーリング地点K3は地表下1.5m深まで撹乱層,-1.5~

-2.5mまでは桜ケ丘造成前の旧耕作土.-2.5m～-15mまでATテフラであった。K4-K6地点はそれぞれ，‐1.0,.-0.7m

深まで撹乱で，それ以下-20mまでATテフラであった。K5地点のみが土層の残りがよく，上部から旧耕作土，黒ポク

土，アカホヤテフラ二次堆積層，純文時代早期層，サツマテフラ層，チョコ層,ATテフラ層が確認されている。最

も上部の包含層である旧耕作土上面で地表下-3.35m.最も下部の包含層であるチョコ層上面は-10.6mであり，旧地形

は，シラス台地の崖部か深い谷地形であると想定された。

2007-L桜ケ丘清掃員控え室新営工事(Fig.31)

調査地点桜ケ丘団地G-6区

調査期間2007年9月25日

調査担当鹿児島市教育委員会児之原博寿

埋蔵文化財調査室新里貴之

桜ケ丘団地内に清掃員の控室を設置することになり，その基礎部分となる地点を立会調査した。掘削深度は，地表

下0.5m深まで，撹乱層の範囲内であった。遺物は得られていない。

2007-M農学部3号館給排水配管工事(Fig.32．37)

i淵査地点郡元団地C－7．8区

調査期間2007年10月10日

調査担当鹿児島市教育委員会佐々木幸男

埋蔵文化財調査室中村直子

農学部3号館建物に接した周辺で，給排水配管工事に伴い立会調査を行なった。M2．3．4地点は，それぞれ地表

下60cm・90cm・ll5cm深まで撹乱されていた。Ml地点は河川層が確認されている。遺物は得られていない。

2007-N桜ケ丘保育施設建設に伴う地盤調査(Fig.31．35)

調査地点桜ケ丘団地K-4区

調査期間2007年8月28．30日，9月3．6日

調査担当埋蔵文化財調査室新里貴之

桜ケ丘団地南駐車場に，託児所を設置する計画があり．平板載荷試験とボーリング調査を行なった。平板載荷試験

地点Nl-2地点ともに地表下-1mまで撹乱暦であった。ボーリングは同一地点で行われた。どちらも包含層は良好

に残っているが，地表下-12.6～-12.8m以下であり，託児所設置工事に際して，建物基礎が及ぶ範囲ではないと判断
された。

2007-O郡元ガス管改修工事(Fig.30．38)

調査地点郡元団地F～0-6～11区

調査期間2007年12月7．19-20．25～28日.2008年1月7日

調査担当鹿児島市教育委員会佐々木幸男・児之原博寿・立部剛
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GLOm

GL､0.5恥

013 015
0144

Oil

0100504uo0803 09

GL-1.0m
012

GLOm 03

1届：撹乱。

2府：河川跡。

04

1肘：撹乱。

2届：黄褐色河砂。軽石製品？出土。

3届：河砂と灰色水田土が混じったよ

うな土。

05

1層：撹乱。

2脳：水川肘。

3層：シルト質砂。水田届。

4屑：灰褐色シルト。水田肘。土器出

土。

08

1廟：撹乱。

2屑：淡灰色シルト。水Ⅲ層。

3届：灰色シルト。水田肘。

4断：黄色シルト。水田肘。

5用：白灰色シルト。水田肘。

09

1届：撹乱。

2層：淡灰色シルト。水田届。

3咽：黄褐色シルト。水田層。

4届：灰色シルト。水田届。

5府：黄褐色シルト。水田屑。

6用：灰色シルト。水田肘。
010

1肘：撹乱。

2屑：白灰色シルト。

3層：2暦と4価の混じり土。遺構？
4吋：暗灰色シルト。過物多通出土。
011

1吋：撹乱。

2屑：暗灰色シルト。水H1層？
3届：黄灰色シルト。水田剛？

4屑：黒褐色シルト。弥生～古墳時代
包含層。遺物出土。

012

1噺：撹乱。

2吋：紫灰色シルト。水田肘。
3府：黄灰色シルト。水、屑。

4層：灰色シルト。水田咽。

5層：暗灰色シルト。土師器出土。
013

1層：撹乱。

2屑：灰色シルト。水田屑。
3届：淡灰色シルト。水田畷。

4層：黄灰色シルト。水HI層。
5届：茶褐色シルト。水Ill層。
6用：黒褐色シルト。包含肘？遺物は
ない。

014

1廟：撹乱。

2咽：淡灰色シルト。水田肘。

3層：黄褐色シルト。水田府。

4届：灰色シルト。水田届。

5肘：黄褐色シルト。遺物多耐:出土。

6層：灰色シルト。

015

1崎：撹乱。

2脳：淡灰色シルト。水田肘。

3層：黄褐色シルト。遺物多蔽出土。
016

1肘：撹乱。

2府：淡灰色シルト。水田届。

3用：黄褐色シルト。遺物多赦出土。

GL-0.5m

｡

017

1層：撹乱。

2脳：明赤褐色5YR5/8細砂とにぶい樋色

5YR6/3細砂のマーブルo0.5～3

cm大のパミス混じI)。締まり悪い，

河川跡？

018

1肘：撹乱。

2届：灰黄色10YR4/2砂質シルト。05～

2cm大のパミス混じり。締まり良

い。水田届。

3届：褐色10YR4/6砂質シルト。0.5～2
cm大のパミス混じり。締まり良い。

水田層。

4肘：にぶい黄褐色10YR5/3砂質シルト。

0．5～2cm大のバミス泥じり。水Ill

層。

5肘：黒褐色10YR3/2砂質シルト。0.5cm

大のパミス混じり。水旧層。

6肘：灰黄褐色10YR4/2砂質シルト。水Ill
層。

GL-1.0m

箇田

漣
勘
７

－
田
酬

く

ー‐

と017～018地点検出遺構平面図(S=l/500)Fig.382007-O土層柱状図
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Ⅷ立会捌従

埋蔵文化財調査室新里貴之・中村直子

郡元団地内の広範囲にわたり，旧ガス管の改修工事が行なわれることになり，立会調査を行なった。ピンポイント

で各地点の状況を確認し，重要である地点については，後日,08～010地点.014～018地点.on地点を中心に

立会調査が行われることとなった。埋蔵文化財調査室西側の01地点は地表下82cm深まで撹乱，生協食堂前の02地点

は90cm深まで撹乱であった。また，工学部06地点は.85cm深で撹乱,07は103cm深まで撹乱であった。

共通教育棟2号館西側の04地点2層の河砂層から軽石1点が出土している。

同じく共通教育棟2号館西側の05地点4屑からも土器胴部片1点が出土している。

工学部の08～010地点では，水田層と河川層が確認され(017．018地点).水田面(水田跡l～3:Fig.38)を確認

することができた。古墳時代の遺物も一定鼓出土した010地点4層よりも下屑で検出され，古墳時代後期以前の水田

層である可能性もある。成川式(笹貫式)喪口縁部片2点，成川式喪突帯1点，同高坪脚台1点を図化した(Fig.41-80

～83)。

中央図番館前のDll地点4層では，土器小破片が主体

であるが．比較的多くの遺物が出土している。安山岩

製の磨石兼敵石1点と成川式喪脚台部1点を図化した

(Fig.40-76．Fig.41-84)。中央図書館地点の古墳時代の住居

跡群が検出される箇所に隣接する。

D12地点の5層において，土師質の土器胴部片が1点出

土している。

理学部地点014～016地点間では，時期不明の水田層と

弥生時代～古墳時代の包含層が確認された。特に.014-

15地点間は，理学部の密集した古墳時代住居跡群に隣接

し，土器を主体として，極めて多量の遺物が出土してい

る。石器は頁岩製の微細剥離のある石器が1点(Fig.40-77)

と砂岩製で上下に鼓打痕のある石器が1点(78)．安山岩

製で刃部に部分的に磨滅痕を持ち，裏面に部分的な被熱痕

を持つ石器1点(79)が出土している。土器は数種得られ

ているが，3層上より縄文時代末の刻目突帯文土器口縁部

片1点(Fig.41-85)のほか．最も多いのは古墳時代の成川

式土器である。喪の口縁部資料はほとんどが，笹貰式段階

の資料で，外反(89)，直口（90．94．95)．内湾(91．92．

93)するものなどが得られている。突帯は成川式に特徴的

な絡縄突帯(87．91．92)や布目圧痕を持つ刻目突帯(86-

57)のほか，刻目突帯(26)，一条突帯(90．93)などが得

られている。壷は小型のものが得られており（Fig.42-108.

109).口部の短いものに属するようである。底部ではやや

くびれ部を持つ安定した平底がある(116)。財底部は外面

に赤色顔料が塗布されている(110)o高坪も一定量出土し

ているが(Ill～115)．赤色顔料が塗布されるのは少ない。

2007-P農学部インフラ整備工事(Fig.32．39）

調査地点郡元団地A～E-4～6区

調査期間2007年10月17-18日

調査担当鹿児島市教育委員会佐々木幸男・児之原博寿

埋蔵文化財調査室中村直子・新里貴之

農学部2号館の東西の道路部にガス管を設世する工事に

伴い，立会調査が行われた。PI-3地点は，地表下90cm深
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Ⅷ立会調壷

で撹乱であった。P2～P4地点では水田層が確認されている。

P4地点において，水田層より青磁皿片1点，表土層より大ぶりの染付盤片1点，パレット1点，陶管片1点，薩

摩焼と思われる陶器片1点，近現代の磁器碗1点が出土したが，うち3点を図化した(Fig.36-71～73)。
71は，青磁八角皿と思われるものである。

72は，ウィンザー＆ニュートン社の重ね式の絵具用パレットで，外底面に黒色の二重楕円形の中央に左向きの

サラマンダーを描き.[TRADEMARK｣の文字がある◎楕円形の枠内には「WINSOR&NEWTON・LIMITED・

LONDON・ENGLAND｣の文字がある。ロゴの様子から1860年頃から1900年にかけての商品である可能性が高い'1。

所々変色しており，被熱した可能性もある。鹿児島高等農林学校時代の遺物であろうか。

73は，内外面にコバルトによって草花文を描く染付の大皿で，近代以降のものと考えられる。年代的には鹿児島高

等農林学校時代のものかもしれない。

2007-Q運動場水漏れ修繕工事(Fig.30．36)

調査地点郡元団地N－8．10区

調査期間2007年10月30日

調査担当埋蔵文化財調査室中村直子

教育学部運動場内に埋設された配管から水漏れしているとの連絡があり，鹿児島市教育委員会との協議で急迩，埋

蔵文化財調査室単独で立会調査することになったoQl．2地点ともに，弥生～古墳時代の包含層が確認された。Ql

地点では成川式の財らしき口縁部片が1点出土し，これを図化した(Fig.36-74)。

2007-R工学部プレハブ設置新築工事(Fig.30)

調査地点郡元団地J-ll区

調査期間2007年12月14日

調査担当鹿児島市教育委員会児之原博寿

埋蔵文化財調査室新里貴之

応用科学工学科の北側にプレハブを新築する工事に伴い，立会調査を行なった。基礎部になる個所を観察したが，

35cm深で撹乱であった。遺物は得られていない。

2007-V工学部機械工学科1号棟等空調整備工事(Fig.30．37)

調査地点郡元団地H-ll区

調査期間2008年2月4日

調査担当埋蔵文化財調査室新里貴之

工学部機械工学科1号棟等空調整備工事に伴い，情報工学科棟東側(VI)と中央実験工場南側(V2)で立会調査を行

なった。VI地点は，地表下80cm深まで撹乱されており.V2地点では水田層らしきプライマリーな土層を確認した。

遺物は得られていない。

2007-W農学部環境バイオ研究棟電気工事(Fig.32．37）

調査地点郡元団地B・C-4～6区

調査期間2008年3月25日

調査担当鹿児島市教育委員会岩戸孝夫

埋蔵文化財調査室中村直子

農学部2号館と7号館の間で，電気の配管工事に伴う立会調査が行われた。Wl地点は，地表下85cm深まで撹乱さ

れており.W2-3地点では河川層が確認された。同層より土器胴部片1点が得られている。

2007-X農学部2号館改修・インフラ整備工事(Fig.30．37)

調査地点郡元団地E・F-6．7区

調査期間2008年3月25日.4月215日
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調査担当鹿児島市教育委員会岩戸孝夫

埋蔵文化財調査室中村直子・新里貴之・寒川朋枝

農学部で広範囲にわたって配管工事等のインフラ整備事業に伴い.14地点中，包含層の残存が見込まれる4か所の

立会調査を行なった。その結果，X8．14地点では，各々地表下75cm・85cm深まで撹乱されていた。X2．X9地点は，

水田跡らしき土層が確認された。

X9地点表土層より，「株式会社小林大薬房｣(現・小林製薬株式会社)の「タムシチンキ｣の無色透明ガラス容器(完

形品)が得られた。高さ6.8cm.tei(底径)1.8～3.3cm.口径（内径)1.8(l.l)cmを計る。胴部表面には陽刻縦書きでタ

ムシチンキとあり，体部に沿って側面端に凹部がある。裏対面には扇状の枠内に「大｣の字の入る社章と，小林大蕊

房が縦書きで陽刻される。底面には棒で仕切られた楕円形状の窪みが認められる(Fig.36-75)o1894(明治27)年から

1939(昭和14)年頃まで販売されていたものであるという2)。鹿児島商等農林学校時代のものであろうか。

まとめ

2007-Dの桜ケ丘団地の西部のグラウンド付近には，弥生時代～古墳時代の土層が良好に残っていた。2007-Oの郡

元団地内では，中央図書館近隣や理学部の古墳時代住居跡群検出地点の近隣では弥生時代～古墳時代の包含層ととも

に極めて多最の遺物が出土する。ほかにも，工学部付近では水田跡のほか遺物も比較的多く出土し，これらの地点に

おける工事は，より慎重に行なわれる必要がある。

註

1)ウィンザー＆ニュートン社よりご教示いただいた。

2)小林製薬株式会社お客様相談室よりご教示いただいた。
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Ⅷ立会調査

Tab.6土器・陶磁器
瀞
号

胎土

混和材多き
地点･層位 種別 器種部位 色調 詞益 備考

雛･粗砂:頁岩･角

閃石･石英･赤･黄．3ナデ

砂･細砂:白･黒．
脚器蕊ffilOYR8/3.内鐙682007-B10-5b脳成川式 翌 底僅(83）

鋤:石英赤黒個3ﾘ鞘砺瀧蝋
磯:石英･黒,粗砂.

的2㈹7,11･排土弥生土器(中期）壷 口緑明赤禍5YR5/6

712㈹7Pz1.2or3層青磁 八町皿1ｺ縁胎土:白.柚:緑灰75GY6/1 外面連弁.中仙1

口径6.8.底径60.器高

1.55､底面に社京.全面に

細かい批入

722叩7．P4.1届磁器 絵具用パレット完形胎&.to透明． 1

732帥7-P4.1屑磁器(染付）皿 口緑～底全施軸.透Iﾘl軸.文様:群青雛･粗砂:黒1 商台畿付輔刺

口縁蕊溌OYR8/4.811科投細砂:石蕊白2ナデ742007-Q1-3厨成川式 j#？ 外面･内面上に赤色顔料

口縁醗縦綴lOYR7'2内:灰灘鰯鰐：3僻(堀:贈
石英･赤･樋

帥2㈹7C8～010．‘l肘成川式(笹貸式）亮

卿緑擬淵0YR4/2.r*i:にぶい磯”砂:石英3･デ(一）苅閃石
812007-08～010.4刑成川式(笹批式）兜 スス付諦

口綴燕-V>tffilOYR7/3.rt:iS:石英卿閃2禦譲雪;輸韓石.砂:赤
822007-08～010.4咽成川式(笹批式）兜

一

一

一

脚繋剛勘10YR6/2.内菰灰馴砂砂細砂:石2外:ﾅデ内:丁寧鞭ナデ“('"）英･白･赤
832㈹708～010．4刑成川式 商杯

碗･粗砂:赤･白.粗
砂･砂:赤･白･石英・
照

4禦曹弾デ郷内:へ842007-011-4筋成川式 兜 脚にぶい樋5YR6/4

口縁：淵繊YR5/4.W:にぶ職綴蔑3ヅデ
白

鐙鯉o博物節lfl-3刻目突論文娠雛

口縁鴇蕊tmoY僻"2内波撒樋砂細砂:石蕊卿2雛繊i刻み布目スス付蒲閃石･黒
862㈹7もO博物館前成川式 受

爽舗淵認YR8/1脚灰白磯am砂砂蛎3欝漣デ(-).rt*気ユ英.細砂:黒
ĝ2007-014-016R-成伽,式 兜

外突帝よ1)上部:ハケによる

突箭外撫N2/0.rt:灰潤7烏Y剛′裟:鯛難3蕊蕊繍赫拶
圧換?,内:ナデ

-sr●14-01ゆ賎HI:* 亮

タドハケ→ﾅ･デ(突補より上

駕灘M':3％鰯子繍，鑓ラ
部:ナデ(一）

口縁総%峨内‘に綴い極81撫皿~016区旗川式(ttutitta

棚砂砂石英白3$:ﾅデ内村”のため不口緑にぶい撹柾lOYR7/3
脚閃石

gg2007-014~016R-成川式<jt5a

郷砂砂石爽狗4総鰯員蕊耀、閃石･白･赤
口緑外5YR6/8.内:5YR7/6912m7-015.3厨成川式(笹貫式）受

外ハケ→ナデ(一).内:ハケ
→ナ気突帯:爪拠あI).一部

職瀧a<突講剥藩突諭髄下の粘土
帯接合線明瞭

口縁％穂鯛lOY雛灰白92如7.015.3上珊成川式(笹貫式）受

2㈹7-0博物航前.3
93上隔もしくは2筋土器成川式(笹批式）琵

Jfe't'部
口繊驚聡郷10YR5/3.rt:雛白粗砂砂*"4撚鰯識淵に凧英･白･赤

口緑餓灘細YR4/3.内:に職離聯2ﾊｹーﾅデ(-）“洲M-Ol6区成川式MMtsOa
口縁：瀧v>tE75YR6/4内:にぷ蕊駕繍3丁寧をﾅデ(外:ハケか?）95糊M-Ol6区虞川式(&!$)

脚台内:ヘラナデ→ナデも体
郁内:ヘラナデ.脚台内:脚部

41嫡鰯藤蕊熱脚径(11.6)
めの貼り付け粘土をならす
荒い擦過

隙:白･灰･赤,粗砂・
砂:石英･角閃石・

白･赤･黒
脚撚離淵鵬駕雛蕊962㈹7榔物飢前成川式 兜

外にぷい極5YR7/4.内:体部；
にぶい撹樋lOYR7/3.脚台:灰

戦禍lOYR5/2

机砂･砂:石英.角3ナデ,ユビオサエ顕著底径8.1
閃石･赤･黒97洲14~016区成川式 兜 脚

脚mmmoYRs/i.̂-灰白蝋裟鶴<s喫騨め不I’'内:ﾍﾗ腫径(11.8)
・黙

98鋤7.0博物餌111成川式 艶

脚爵緋lOYR8'3内極細砂砂:石蕊卿‘'ナデ閃石･白
底径(88）亮””7.0博物飢前成川式

2㈹7-0博物館前.3
1Ⅸ〕上層もしくは2厨土器成川式
巣中部

庇径(98).接合部にて欠

拙脚蝋熟R6/6.内:撒礁沸白粗砂砂'4ナデ石英･白･黒
翌

底径(8.4).接合部にて欠
拙脚篭繍閥鰯総R5/2石芙白赤2デ,0,"JOli-OB区 亮成川式

2㈹70博物餓前･3

1舵上騒もしくは2届土器成川式
巣中部

脚撫淵)YR5/2内:にぶい”砂:白熱石3ヅデ英
底径(，2）亮

外上部:枇灰25Y5/1.下部:に
ぶい澱樋lOYR7/3.内:にぶい
黄柾lOYR6/3

勢瀧職3K博物節聯3成川式 外:剥落のため不明.内:ナデ底径(7.7）脚兜

外:にぶい甜柾lOYR7ﾉ4.-部

S25YR6/8.内:にぶい黄樋
lOYR7/3.淡赤褐2.5YR7ｿ4

底醗(93).接合部にて欠

柵
粗砂･砂:石英･卿

閃石･白･黒,"鍔7.OL‘~016R-雌HI式 ナデワ
ー脚蔓
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105知7.博物航前成川式 兜

106*">"~016R-職川式 受

1072側7.0博物航前成川式 亮

"*r.14-･16R-成川式 壷

'四2㈹7.0博物航前成川式 ill

nog".0i!繍鯛･3成川式 jIi

ill瀞014-01”賎,Ⅱ式mux式）凋杯

112g>"~16区①戒;ii5t 商杯

1132007-O抑物館flij成川式 商杯

.usr4~016R-成川式 商杯

1152007-015.3層成川式 高杯

1162007-博物鯨前成川式 壷

Ⅷ立会澗壷

脚赫鋭麓繍勝離
雛:白.粗砂･砂:石外:ナデ(一).体部内:ハケ→

英･角閃石･白･赤3ナデ.脚台内:ナ長ユピオサ
･ 無エ

外:ヘラナデ→ナデ.体部内：

騨爵鰯：眺鮒醗騨既潔:3ﾂ･"闘台内:ﾍﾗﾅデー ﾅ
ﾃﾞ

脚灰白lOYR8/2 粗砂･砂:石英･赤・2ヘラ→ナデ
白･黒

底従89

口織～外.ff10YR8/4.rt:灰白砂細砂:石炎白3綿，塑零め)不fl.口磁“m10YR8/2tn

胴繍繍)YR8/3.rt:にぶい：蝿輪劇2ﾂｷ脚ﾊｹー丁寧溌閥“大篠｡4.0)
底
外糧7.5YR7/6.内:灰澗
25Y6/2.顔粋にぷい赤禍
25YR4/4

1ｺ縁補溌6'":泌職綴

砂･細砂:白･黙2外:ミガキ?内:ナデ？赤色顔料.底径(49）

タドナデ→ミガキ(－),段部
細砂:石英.輔製1のみ無鋼整.内:太いハケ→

ナデ

ﾛ縁爵評綴l0YR8'3脚:灰白砂:白細砂石蕊2外:ミカキ?露内:ﾊｹーﾅテ幾岬織籍しい白･赤

卿＃溌蝋10YR7/3脚淡砂細砂塙炎赤,*ﾐｶｷ(I)内:ハケ→ナ鵬縫(15.1)坪翻は擬合白部で欠批冊斑

脚総綴離総,6閃石白赤砂細砂蛎奨卿2潮;騨諦物のため脚“4
脚鱒淵蹴:K5Y5/1顔聡白”砂:石2外:ﾐｶｷ(-)杯認内ナデ聯唖料英･白･赤

底

外樋Z5YR7/6.内:柾

75YR7/6.にぶい枇橿

lOYR7/3
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外(躍減のため不明瞭)ナ

砂.細砂:石英.白2デ.内:(剥落)ヘラナデも底：
･黒.輔製

無調藍

底径7"5



B2地点

B8地点

。y､、

。シ鞍･~皇垂

f趣一、“
F■
一－1世

B6地点

B15地点

PL.312007年度立会い調査(1)

『ー‐里
巳

やタ

Ⅷ立会調査

B18地点

L■

B7地点

86



Ⅷ立会調査

0

、、
垂

4

ケーーヨ匿一
申』 －m

･芯_動

認 リ
錘fZ

；
;壕

.

〃

~I
刃

卓
宇

『蕊童胃琴f
〆

膳
I

主冒
も

D4地点 D5地点

D11地点

D13地点

A‘？‘,~．q甲

唾爵噌
･〆孟

L

D11～15地点

D15地点

PL.322007年度立会い調査(2)

87



Ⅷ立会調査

巴也点 F2地点

壷一

b■昼二G群琴一
■GE

句●

両

G1地点 G2地点

戸 ● 一
一

L

噌身弱
､

･て

‐ 制

平I IIl

｡■

言

、■庇図ご

蝿 づ

じ

Ｊ
Ｆ
鋪

・
拠
昇

声
恥
ノ

04地点

卿

II
／ I 、

夕

銅
▼

』

■

デノ 型】

05地点M1地点

PL.332007年度立会調査(3)

88



Ⅷ立会調査

。

08地点 09地点

企

鍵
『
ザ

【
】

ｰ~

少

届

万 ・一謝
。~ロ一・■‘ヂ 心

【】

替一§ざが、
＝篭

謹垂 孟塞‘▽

穆匙

吊琢I泡‘ゐ
屯■

感識
㎡沓2ip1’’罰

騨
噌
恥
挫
繍
壷

舗
野
心
畢
咋
．
鮮

唄
碑
焔
、
ぴ
弘

騒
蕊
癖

p一寺

盛
ロ

010地点 011地点

012地点 013地点

Ⅱ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
１
１
１
１
１
ｑ
０
■
。
■
■
■
■
■
■
■
９
画
■
９
．
凸
・
口
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
』
■
白
■
。
且

祁
刺
仙
朋
叩
凹
は
州
。
“
岨
側
伽
茸
司
盟
寓
馴
酬
削
剥

弓
雪
匿
雪
●
喧
尋

・
で
ザ
■

ざ

■

■

り

っ
官
伊
印
己
▲

・凸－

014地点

堅当とつ

015地点

PL.342007年度立会調査(4)

89



Ⅷ立会調交

水田跡2．3水田跡1

白

018地点017地点

PL.352007年度立会調査(5)

90



Ⅷ立会調査

ー＝－－垂一電二一三垂.＝＝＝＝

＝

零 一

蝿更圃
｡

一句
a

唖

F 一一

己

鼻

｡

白け．『』

｡ご唾、
-畢璽墨弧…電、，‘
014～015地点間

”昼L謙一＜亭

014～015地点間

■

－==」二一■言

雷窪説織｡j確建蕊哩マー‘溌測ー＝~一癖寺でT
B

014～015地点間 014～015地点間

P3地点 P4地点

PL.362007年度立会調査(6)

91



Q1地点

W4地点

、

X2地点

PL.372007年度立会調査(7)

Ⅷ立会調査

V2地点

L

W2地点

X9地点

92

F弓手
一向

動



IX il'trが必IVJ会

IX 追跡説明会

2007-2共通教脊棟2号館の発掘調介に伴い．調究中の2007年12月15日に一般dil(向けの追跡説明会を開催した。鹿

児島大学大学院生を主体に．パプリックアーケオロジーの実施を兼ねており. þÿN‹111iアンケートの実施公表．パネ

ル ・迫物の展示図版解説などこのような説明会を,mimするのば調査室では初めての試みであった。この状況と
内容については．「考古学研究」第55巻第2号において公表されている！）。 一般・t1i民ほか約90名の参加があった。

PL.38 逍跡説明会の様子

註

1)真邉彩・大屋匡史・ 河野裕次 ・榊JJ;(えりこ 2008「双方向性の辿跡説明会を目指して一鹿児島大学構内辿跡説明会における

取組みー」「考古‘朋研究」第55谷第2り. 考古学研究会 20-23貞
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x 体験発掘

x 体験発掘
2007-1中央診根棟発掘調究において共通教脊講義を受講する鹿児島大学学生23名の体験発掘を 7月20日に行なっ

また．共通教脊棟2号館の発掘調査における体験発掘は， 8月21nに小中学生5名.10月31nに共通教育講義を受
講する鹿児島大学学生23名.10月22日に鹿児島女子短期大学7名をそれぞれ受け入れた。

PL.39 2007-1体験発掘 （鹿児島大学生） PL.40 2007-2体験発掘 （小中学生）

PL.41 2007-2体験発掘 （｝鹿児島女子短期大学生） PL.42 2007-2体験発掘 （鹿児島大学生）
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、V 公開講座 xn整理作熟

XI 公1m講座
『鹿大キャンパスで遺跡を探る－土器や石器をさわってみようー」と題して.21且1にわたる一般市民向けの公llf.J講座

（聴講無料）を実施した。第l1111講座は2007年10月20II. 総合研究棟 （文系棟）において．講座形式で考古学の基礎的

な講話と鹿児島大学構内辿跡の概要を説明した。参加人数は20名。第2回は2007年lOJJ27「Iで．直に追物や辿構に触

れてもらうことをII的に.2007-2・共通教脊棟2号館の体験発掘を実施した。40名の参加があった。

（＂． 
t
 
｀ ▲ 

PL.43 公IJf.J講座の様子 PL.44 体験発掘後の修了式

XII 整理作業

1995-1教宥学部幼稚園舎建設に伴う発掘調査の遺物接合・実測・トレース作業 2005-4農学部5サ館 ・2006-2牒学

部 lサ・館改修T4)i-・2006-4股学部2サ舵改修T事伴う発掘調査辿物の注記 ・接合 ・実測作業.1999-1文系総合研究棟

建設に伴う発掘湛l:i't辿物の注記.2007-11医学部中央診療棟新営その他工事に伴う発掘調査辿物の洗浄 ・iLii:'..2007-2 

共通教脊棟2号館改修工事に伴う発掘調査遺物の洗浄，2007-4南九州I地区軽種馬医療体制整備事業に伴う発掘調査遺

物の洗浄 .ii迅作業を行なった。

また教宥学部第2講義棟の改修r事に伴い.j,ij校舎屋 I・.介庫に1963年調査辿物他がi呆管されていることが新たに
判明した。 しかしながらこれらの追物は保行経緯も不明であった。2007年11月7・9IIの2II !Illにかけて逍物は

腐食寸前の木箱から箱ごとにプラスティッ クコンテナに移し．教育学部の辿物収蔵場所へ｛呆管した

2007年12))1411. 股学部2・サ館改修工事に伴った研究室引っ越しに際して．股学部松本光春先牛より埋蔵文化財調

企室に追物の寄贈があった。;;i学部林111先生が牒学部2号館 （昭和40・41年築）を建設していた11/j和39年に採梨した

とされる。木製リンゴ箱からプラスティックコンテナに移動し．農学部の追物収蔵場所へi呆行した。

PL.45 教脊学部）,1上介J,ドの辿物 PL.46 牒学部寄贈の辿物
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